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令 和 ７ 年 度 事 業 報 告 
 

【 概 要 】 

令和７年度は、地域福祉活動をより活発化するため、市や関係機関と連携しな

がら積極的に住民参加による地域福祉活動を展開し、７年ぶりに山武市健康福祉

まつりを開催することができました。しかしながら、介護保険法に基づく第１号

訪問事業（訪問型サービスＡ）については、担い手不足によりサービス提供がで

きない状況になっています。この事業は、市の指定を受けて実施している介護予

防・日常生活支援総合事業であることから、事業の継続可否や今後の体制につい

て、市と協議を行いながら慎重に検討していきます。 

生活福祉資金特例貸付債権管理業務では、電話や訪問等による状況確認を強化

し、コロナ禍後も不安定な収入が続く中、物価高騰に悩む借受人も多くみられ、

償還に関する内容のみならず、家計や生活相談にも対応しました。  

また、当協機会事務局のある成東老人福祉センターについて、以前からの懸案

事項である老朽化対策として、市は、機能を松尾 IT 保健福祉センターへ移転す

ることが望ましいとの方向性を示しました。今後、当協議会では、市と協議しな

がら移転に向け準備を進めていく予定です。 

社会情勢が変化する中、社会福祉協議会が担う役割も複雑かつ多様化していま

す。これからも、新たに取り組むべき課題やニーズを的確に捉え、地域共生社会

の実現に向け、地域福祉の推進に取り組んでいきます。 

 

 

【重点項目】 

１．助け合い意識の醸成と市民がつながる地域づくり促進   

・地域で福祉活動を行うために役立つ知識や社会福祉協議会の事業などを学

び、自ら地域福祉活動に取り組む人材を育成するため、「福祉のこころづく

り講座」を開催しました。参加者から「いろいろな福祉サービスや福祉活動

を知ることで悩む市民が少なくなるのではないか」との声があり、次年度は

早期に周知をすすめ、参加者の拡大と福祉の知識を持つ人材づくりに努めま

す。  

 

・第４次地域福祉活動計画の評価を行い、以前のような参加型、交流型の事業

が増えたように感じられます。しかし、長年継続している取り組みも多く、

市民生活や活動の変化に則した企画の検討が急務と感じられました。また、

評価が横ばいだった取り組みは、「重層的支援体制整備事業」を意識して計

画したものが多く、積極的な取り組みができていないことが要因と捉えられ

ます。この取り組みについては、市と足並みをそろえ調査・研究の必要があ

るので、次期計画には見直しも含め調整していく必要があります。  
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２．権利擁護と自立支援の取り組み 

  ⑴ 成年後見制度の利用促進  

    ・成年後見制度の利用促進については、相談対応を通じて制度の周知・活

用に努めることができました。  

    ・成年後見制度を必要とする方への権利擁護について中核機関で検討した

結果、成年後見制度の利用に繋げることができました。  

 

⑵ 生活困窮者自立支援制度事業の充実・強化  

・生活就労相談室に常駐３名の職員を配置し、多様化する福祉課題を抱え

た生活困窮者に対し、個々の状態に応じた支援計画を提案し、相談支援

を実施しました。例年、新規相談件数に大きな変化はありませんが、減

少に転じないことから、潜在的な生活困窮者の発掘にも努めていかなく

てはなりません。  

 

 

３．社会福祉協議会の発展に向けた運営基盤の強化 

⑴ 発展・強化計画の推進  

・第４次地域福祉活動計画との整合性を持ちながら計画を推進するように

取り組みました。年度末になりましたが、令和８年度に策定予定の第

２次計画に向け職員会議を３回行うことができました。  

 

⑵ 人材の確保・育成・定着  

・多様化する福祉ニーズに対応するため、業務の効率化を図るとともに、

事業が安定的に継続できるよう人材の確保及び育成に努めました。 

・事務局では、入職３年未満の職員も増え、社会福祉に関わる職員として

必要な基礎知識等の習得や職場への適応促進等に関する研修会への参加

を促すとともに勉強会を実施するなど、職員の資質向上を図りました。  

 

⑶ 社会福祉法人の健全な運営  

    ・理事会を業務執行に関する意思決定機関として位置付け、事業をすすめ

ました。 

・安定した法人運営を行うため、毎月収支状況の確認及び分析を行い、事

業に見合った適正な支出管理に努めました。  

・生活困窮者自立支援法に基づく自立相談支援事業が、課税対象事業であ

ることが判明し、過去５年分の生活困窮者自立相談支援事業実施業務委

託契約に対する消費税の申告を行い、消費税及び加算税、延滞税を納付

しました。これにより消費税の課税事業者となりました。 
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⑴ 地域コミュニティ活動の推進 

【事業】 

１．地域福祉推進体制の充実・発展 

【Ａ】安心・安全な暮らしサポート 
 

 

①地区社会福祉協議会活動の支援 

目的と概要 

小地域の地域福祉活動を推進するため市内１３の地区に地区社会福祉協議

会を設置し、市民の福祉の増進を図ることを目的に当該地区の実情に即した

地域福祉活動の支援を行いました。 

考 察 

財源である会費や法人募金が減少し地区社会福祉協議会の運営費が減少し

ている中、新たな財源確保（募金箱の設置、健康福祉まつりへの出展等）に

向けて、各地区社会福祉協議会で工夫した取り組みがすすみました。地域福

祉活動計画の地区別計画の評価を行うことで、各地区の活動を見直し活動す

る指標ができてきました。 

設置数等 

成東地域 ５か所（成東地区・大富地区・南郷地区・鳴浜地区・緑海地区） 

山武地域 ４か所（睦岡地区・山武北地区・日向東地区・日向西地区） 

蓮沼地域 １か所（蓮沼地区） 

松尾地域 ３か所（豊岡地区・松尾地区・大平地区） 

合計 １３か所 

実 績 

＜地区社協連絡会＞ 

【第１回】 

 期 日 令和７年 ６月 ６日（金） 

場 所 成東老人福祉センター 大会議室 

【第２回】 

期 日 令和７年 ９月１０日（水） 

場 所 成東老人福祉センター 大会議室 

【第３回】 

期 日 令和７年１２月１６日（火） 

場 所 成東老人福祉センター 大会議室 

【第４回】 

期 日 令和８年 ３月 ６日（金） 

場 所 成東老人福祉センター 大会議室 

＜地区社協福祉推進員研修会＞ 

期 日 令和８年 ２月１０日（火） 

場 所 農村環境改善センター松尾ふれあい館 

参加者 ５８人  

内 容 第１部 全体会 「地区社会福祉協議会と福祉推進員の役割りにつ

いて」 

第２部 分科会①「新任役員等研修」  

           ②「自主財源確保に関する研修」 

＜城西国際大学看護学部ボランティア実習受入れ＞ 

受 入 期 間  令和７年７月 ～ １２月 

受入地区社協 ９地区社協（大富、鳴浜、南郷、睦岡、山武北、日向東、 

日向西、松尾、豊岡） 

 受 入 者 数   ４５人 
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②ふれあいいきいきサロンの支援 

目的と概要 

子どもから高齢者が地域の中で楽しい仲間づくりを進めることにより、い

きいきした活力や生きがいを得ることを目的として、ふれあいいきいきサロ

ン事業の推進を行いまいした。 

考 察 

日帰り旅行や散歩など、感染対策の上、活動を広げ開催したサロンがみら

れました。また、ボランティアを募り、来年度サロン化を目指す団体が３団

体あり、立ち上げに向け支援しています。今後も市内全体にサロンが増える

ようＰＲ活動に努めていきます。 

実 績 補助金交付 １７か所のサロン（前年度１９か所のサロン） 

 

＜ふれあいいきいきサロン研修会＞ 

期 日 令和８年３月１７日（火） 

会 場 さんぶの森交流センターあららぎ館 

参加者 参加者１２名・事務局２名 

内 容 
①令和７年度実績報告及び令和８年度事業補助金申請について 

②サロン運営についてグループでの意見交換 
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⑵ 在宅支援サービスの実施  

 

①地域みまもりサービス事業の実施 

目的と概要 
月１回定期的に高齢者宅を訪問することで地域との交流を促進し、孤独感の

解消を図るとともに安否確認を行うことを目的に各地区で実施しました。 

考 察 感染防止に努め、例年どおり実施しました。 

実 績 

民生委員や福祉推進員が安否確認のために軽飲料を持参し訪問しました。 
 

地域名 利用者数 実施回数 
延べ 

利用者数 

延べ 

訪問協力者数 

前年度 
利用者数 

前年度 
延べ利用者数 

山武地域 15名 12回 144名 110名 19名 184名 

松尾地域 2名 10回 19名 19名 2名 20名 

合 計 17名 22回 163名 129名 21名 204名 

 

 

②有料配食サービス事業の実施 

目的と概要 

日常生活に支障のある市内に居住するひとり暮らし高齢者、高齢者世帯及

び心身障がい者を対象とし、生活状態や健康状況、経済状態等を考慮し、食

生活の確保、改善を通して健康保持を図り、在宅生活を支えることを目的と

して実施しました。 

考 察 
定期的に訪問することで、利用者の体調の変化に気づくことができます。

利用者が少なくなっているので事業の周知を図っていきます。 

実 績 

各地域の事業者へ弁当の製造と配達を依頼し、対象者への支援活動を実施

しました。 

利用者の体調不良に気づき、事故を防ぐことができました。 
 

地域 

配達 

回数

(日) 

利用者 
(3 月末) 

延べ 

利用者数 

延べ配食数 

（内補助有） 
委託業者 

前年度 

利用者 
(3 月末) 

成東 100回 6名 81名 
341食 

（341食） 
・みっちゃんのなおや 

・まごころ弁当山武店 
7名 

山武 95回 3名 36名 
138食 

（138食） 
・光明会 3名 

蓮沼 49回 1名 22名 
88食 

（88食） 
・みっちゃんのなおや 

・まごころ弁当山武店 
2名 

松尾 98回 1名 15名 
114食 

（114食） 
・みっちゃんのなおや 

・まごころ弁当山武店 
2名 

合計 342回 11名 154名 
681食 

（681食） 
 14名 
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③住民参加型在宅福祉（家事援助）サービス事業の実施 

目的と概要 

支援を必要とする方に対して、日常の生活支援（買物や手続きの代行・

住居の掃除・食事の支度・見守りや話し相手・外出付添い等）を行うサー

ビスを提供しました。 

考 察 
本年度も継続して感染防止に努め事業を実施しました。 

今後も協力会員の確保に努めていきます。 

実 績 

【会員数】 

地 域 成東 山武 蓮沼 松尾 計 前年度 

利用会員 17 14 2 1 34 40 

協力会員 8 4 0 1 13 16 

【活動実績】 

地 域 成東 山武 蓮沼 松尾 計 前年度 

延べ 

活動回数 
152 89 0 6 247 197 

 

＜協力会員研修会＞ 

・期 日 令和８年３月７日（土） 

 ・場 所 成東老人福祉センター 大会議室 

 ・参加者 １１名（福祉輸送サービス協力会員含む） 

  
 

 

④福祉用具貸出事業の実施 

目的と概要 
介護保険非該当者等に福祉用具（車イス）を貸出し、在宅介護及び日常

生活を支援し福祉サービスの向上を図ることを目的に行いました。 

考 察 

車イスの貸出と返却の際に車イスの状態を確認し、消毒や清掃を行い、

不具合等があった場合は修理するなど、引き続き安全に貸出ができるよう

に努めていきます。 

実 績 

 

福祉用具名 貸出件数 延べ貸出台数 
前年度 

貸出件数 

前年度 

延べ貸出台数 

車イス ９０件 １０５台 １１７件 １４４台 
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⑤みんなの介護スクール事業の実施 

目的と概要 

介護について関心のある方に対し、介護などに関する講習会を行うこと

により介護の知識、技術を身につけ、もって在宅福祉の推進を図ることを

目的に実施しました。 

考 察 

介護認定により使える福祉用具の説明や車イス及び介護ベッドの介助体

験を実施しました。また、高齢者の食事づくりについての介護教室を開催

しました。 

今後も、多くの市民が参加するような企画内容に努めていきます。 

第
１
回 

期 日 令和７年１０月１９日（日） 

会 場 松尾交流センター洗心館 （健康福祉まつり会場） 

参加者 ２０名 

内 容 

①福祉用具の展示説明  （有）メディカルマーチン 加藤尚之 氏 

②車いす介助体験    社会福祉協議会職員、ボランティア 

③介護ベッド介助体験  社会福祉協議会職員、ボランティア 

第
２
回 

期 日 令和８年３月２４日（火） 

会 場 蓮沼交流センター 調理実習室 

参加者 ４名 

内 容 

①講  義  「家庭で出来るシニアの食事と健康 

～おいしく食べて明日の元気に～」 

②調理実習・試食 

講師：管理栄養士 小倉 恵理子 氏 

 

※介護者リフレッシュ事業と共催 
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⑶ 移動手段の支援  

 

①福祉輸送サービス事業の実施 

目的と概要 

単独で公共交通機関の利用が困難な移動困難者（介護保険認定者、身体

障害手帳・療育手帳・精神保健福祉手帳所持者等）に対して外出支援を行

うサービスを提供しました。 

考 察 

継続して感染防止に努め事業を実施しました。 

運転者講習会を開催し、協力会員の確保につながりましたが、まだ協力

会員が不足しているため、引き続き事業内容を検討し、協力会員の確保に

努めていきます。 

実 績 

【会員数】 

地 域 成東 山武 蓮沼 松尾 計 前年度 

利用会員 ３８ ４０ １４ ２７ １１９ １２７ 

協力会員 １０ ９ ３ ３ ２５ ３０ 

【活動実績】 

地 域 成東 山武 蓮沼 松尾 計 前年度 

延べ 

活動回数 
９０４ ８２７ ２０３ ７６３ 2,697 2,801 

 

＜福祉有償運送運転者講習及びセダン等運転者講習会＞ 

  期 日  令和 7年１１月８日（土）～９日（日） 

  場 所  成東老人福祉センター 大会議室 

  修了者  ６名 

  登録者  協力会員登録４名 

 

＜協力会員研修会＞ 

・期 日 令和８年３月 7日（土） 

 ・場 所 成東老人福祉センター 大会議室 

 ・参加者 １１名（家事援助サービス協力会員含む） 
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②福祉カー貸付事業の実施 

目的と概要 
心身障がい者及び高齢者の社会参加を促進し、福祉の向上を図ることを目 

的に車両の貸出しを行いました。 

考 察 

 貸出車両の消毒や清掃を行い、感染防止に努めました。 

 車両が古くなり細かな不調がみられるようになってきたため、新たな車両

の導入などの検討が必要と思われます。 

実  績 

 

車両名 
一般貸出 福祉輸送 合計 

前年度

合計 

件数 件数 件数 件数 

ゆうあい成東号（キャラバン） ８ ２３ ３１ ４６ 

ゆうあい山武号（キャラバン） ６ ８ １４ ６ 

ゆうあい蓮沼号（キューブ） ７６ ０ ７６ ７８ 

ゆうあい松尾号（キャラバン） ６ ３ ９ ９ 

福

祉

車

両 

エブリイ（事務局） ５６ １４ ７０ １１１ 

Ｎ－ＢＯＸ（松尾連絡所） ４３ ０ ４３ ８８ 

介

護

車

両 

ワゴンＲ（山武連絡所） １ ０ １ １６１ 

ムーヴ（蓮沼連絡所） ０ ０ ０ ５０ 

合計 １９６ ４８ ２４４ ５４９ 

※本年度の福祉輸送の利用件数は、車いす利用として使用した件数 

 

 

③マイクロバスの貸出 

目的と概要 
地区社会福祉協議会や社会福祉団体等が実施する事業などへマイクロバス

の貸出しを行いました。 

考 察 

車両の消毒や清掃を行い、利用者が気持ちよく利用できるように努めまし

た。 

また、不具合箇所の修理交換を行いました。経年劣化の部分もみられるた

め、継続して必要な部分を修理していきます。 

実績 

 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計 前年度 

回数 1 4 5 1 0 0 4 5 2 2 3 7 34 40 
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⑷ 災害時及び緊急時のサポート  

 

①災害対策と災害当事者への支援事業の実施 

＜災害支援ボランティア講座の開催＞ 

目的と概要 

災害支援ボランティア活動に対する知識と理解を深め、ボランティアと

しての意欲の高揚や資質向上を図り、参加者が地域のリーダーとなって活

動することで、地域防災の増進に寄与することを目的に開催しました。 

考 察 

山武市防災士会の防災士を講師に迎え、避難所運営ゲームを行い、防災

意識を高めるとともに、被災時の課題について確認をしました。 

かつての被災経験を風化させないためにも、継続開催していくことが望

ましいと考えます。 

協 力 
山武市役所消防防災課 

山武市防災士会 

期 日 令和８年３月１４日（土） 

場 所 成東文化会館のぎくプラザ 

参加者 １９名 

内 容 防災士による避難所運営ゲーム 

 

 

②交通遺児援護基金による見舞金等の交付 

目的と概要 

陸上交通事故などで父母等を失った１８歳未満の交通遺児激励のため、教

育委員会を通じて対象となる方を調査し、中学卒業激励金及び受験費用助成

金を交付しました。 

考 察 
親権者へ交通遺児援護基金制度について説明し、中学卒業激励金及び受験

費用助成金を交付しました。 

実 績 
・受験費用助成金の交付  １件 

・中学卒業激励金の交付  １名 

 

 

③災害当事者への見舞金の交付 

目的と概要 

火災、風水害及び地震その他自然災害による被災者で援護を必要とする者を

救済するため、見舞金を交付しました。（社協災害見舞金・共同募金会災害見

舞金・赤十字災害救援見舞金各規程に基づく） 

実 績 
全焼２件（１件当たり市社協 50,000 円、共同募金 10,000 円、赤十字 5,000 円） 

死亡２件（１件当たり共同募金 10,000 円、赤十字 10,000 円） 
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⑴ 市民の社会参加促進と福祉人材の育成 

【Ｂ】社会参加の場の提供 

 
 
①ふくしのこころづくり講座の開催 

目的と概要 
地域で福祉活動を行うために役立つ知識や社会福祉協議会の事業などを学

び、自ら地域福祉活動に取り組む人材を育成するため開催しました。 

考 察 

 ２日間を通じ参加者が５名と少ない結果でした。年末からの周知と広報き

ずなでの周知のみでＰＲ不足でした。参加者からは、「講座の題名が固すぎ

る」「福祉活動に興味を持っている方が少ないのでは」「若い世代へのアピー

ル不足」の声があり今後の参考になりました。講座参加者との意見交換で

「困ったら社協に相談」ではなく、「困る前から社協を知っていてもらえ

る」ような具体的な取り組みをすすめる必要があると感じました。知ってい

れば困る前に相談でき、関心も高まるという意見でした。市民の関心度が低

いのではなくピーアール不足の解消が必要です。 

実 績 

【第１回】 

日 時  令和８年 １月２７日（火） 

場 所  成東文化会館のぎくプラザ 2階 会議室 

内 容  ・「ふくし」って知ってる？ 

      ・グループワーク 

        ※参加者が少ないため個人ワークから不安なこと共有 

・市役所探検 

  ※不安なことについて市役所たんけん 

・市や社協の福祉事業のこと 

        ※福祉活動について紹介 

参加者  ３名（成東 1名、南郷 1名、日向東 1名） 

 

【第２回】 

日 時  令和８年 ２月 ３日（火） 

場 所  成東文化会館のぎくプラザ 2階 会議室 

内 容  ・「健康」って知ってる？ 

        ※健康について意識の共有 

      ・東京健康長寿医療センターでは 

        ※介護保険制度の改正もふまえ現在の健康づくりについ

てのお話し 

・地域の健康づくり活動 

        ※転倒骨折予防プロジェクト、通いの場の活動を紹介し

ながら、これからの地域活動について意見交換（マッ

チング） 

参加者  ２名（成東 1名、南郷 1名） 
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⑵ 社会活動の場と手段に関する支援  

 

①山武市成東老人福祉センターの経営 

目的と概要 
施設の設置目的である高齢者の健康増進、教養の向上並びにレクリエー

ションの場として、会議室等の貸出及び自主事業を開催しました。 

考 察 

利用者が安心して施設利用ができるように努めました。 

自主事業では、高齢者の健康志向の高まりから動きのあるシニアヨガを実

施しました。 

今後も多くの団体に利用していただけるよう安心安全に気を配り、高齢者

の健康増進等に貢献できるよう取り組んでいきます。 

利用実績 
施設利用実績     ９,４７２名（前年度 ８，９９９名） 

貸出延べ回数      ８９１回（前年度   ７３３回） 

避難訓練 

【第１回】※悪天候のため自主訓練として実施 

期 日 令和７年 ６月２６日（木） 

参加者 成東老人福祉センター・簡易マザーズホーム・成東福祉作業所 

 

【第２回】※東消防署員立会いのもと実施 

期 日 令和７年１２月１８日（木） 

参加者 成東老人福祉センター・簡易マザーズホーム・成東福祉作業所 

自主事業等 

＜高齢者向けの「はじめてのヨガ教室」＞ 

期 日 11月 27日・12月 4日・12月 9日・12 月 11日・12月 18日・ 

12月 25日（全６回） 

参加者 12名（延べ 61名） 

その他 

＜評価モニタリング＞ 

市担当課による評価モニタリングが実施されました。 

期 日 令和８年３月１１日（水）（市担当課２名・職員３名）  

 

＜消防法第４条による立入検査＞ 

期 日 令和７年１２月２日（火）、１２日（金）、１８日（木） 

 指摘事項 ⑴ 防火対象物品の使用について 

       ①相談室のカーテンについて、防炎性能の有する物品を使

用するとともにその性能を有する旨の表示を付すること 

     ⑵ 電気設備について 

       ①変電設備の標識が不鮮明であるため改修すること 

       ②変電設備設置届出書が未提出であるため、消防署長に届

け出ること 

     ※山武市簡易マザーズホーム及び山武市成東福祉作業所と同時

に立入検査がありました。 
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②山武市山武福祉センターの経営 

目的と概要 
施設の設置目的である地域住民の福祉の推進及び福祉意識の高揚を図る場

として、会議室等の貸出を行いました。 

考 察 

 利用者が使用しやすい施設管理に努めました。 

福祉センターとしての役割を意識し、悩み事を抱えて来所した市民には、

適切な窓口の案内を行い、また、地域住民の活動拠点となるよう、業務に取

り組みます。 

利用実績 
施設利用実績    ２，０８４名（前年度 ２，０７７名） 

貸出延べ回数      ６１５回（前年度   ６７３回） 

避難訓練 
【自主訓練】 

期 日 令和８年３月２７日（金） 

その他 
市担当課による評価モニタリングが実施されました。 

期 日 令和８年２月２５日（水）（市担当課１名・職員２名）  

 

 

③おとこの料理教室事業の実施 

目的と概要 

 料理（調理）の知識や経験の少ない男性（概ね６０歳以上）を対象に基本

的な指導を行う初級講座を開催しました。この講座は、自身の食生活自立及

び家族の健康を保つ一助とすることを目的に実施し、仲間作りや親睦を図り

ました。また、中級講座修了者が設立した料理教室の支援を実施しました。 

考 察 

 講座修了者及び地域の高齢者が集い交流できる居場所づくり事業において

設置した料理教室を円滑に運営できるよう支援しました。初級講座は、今後

も調理経験の少ない方を対象に実施し、調理をとおして社会参加できるよう

社会福祉協議会が実施するイベント等への参加に繋げていきます。 

実 績 

 

〇初級講座 

 ７年度 前年度 

実施場所 
成東保健福祉センター 

栄養指導室 

松尾 IT保健福祉センター 

調理室 

会員人数 ８名 ５名 

実施回数 ８回 ８回 

参加延べ人数 ４９名 ３３名 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



14 

④イベント開催のための物品の貸出 

目的と概要 
地域福祉活動（交流）を目的としたイベントなどを中心に物品貸出しを行

いました。 

考 察 

前年度より貸出件数は微増しました。 

今後イベント等の開催が増加することが考えられますので、貸出物品の周

知に努めます。 

実 績 

 
 

物品名 
貸出 

件数 

前年度 

貸出件数 
物品名 

貸出 

件数 

前年度 

貸出件数 

ポップコーン製造機 3件 3件 もちつき機 1件 1件 

わたあめ製造機 2件 2件 ステージ用具(平台) 2件 3件 

かき氷機（電動） 21件 13件 ステージ用具(コンテナ)  1件 1件 

鉄板（ガス用） 0件 0件 天幕テント 3件 3件 

発電機 3件 4件 机（長テーブル） 8件 7件 

臼・杵 3件 2件 イス 6件 8件 
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⑴ 支え合いと協働の地域づくり支援（生活支援体制整備事業） 

【Ｃ】豊かなくらしサポート 

 
 

 
①第１層、第２層生活支援コーディネーターの設置 

＜生活支援コーディネーターの配置＞ 

目的と概要 

地域高齢者の生活支援・介護予防サービスの提供体制の整備に向けた取り組

みを推進するために第１層（市域）生活支援コーディネーター１名、第２層

（成東地域）生活支援コーディネーター１名を配置しました。 

また、小域の地域活動を調査し、その活動支援と多様な活動者同志のつなが

り作りを行う第２層（小地域）の生活支援コーディネーター１名（市民）を配

置しました。 

考 察 

市の第１層生活支援コーディネーターや山武地域、松尾・蓮沼地域包括支援

センターに配置の生活支援コーディネーターと連携し、地域の社会資源の把握

とネットワークづくり活動を行いました。また、第２層生活支援コーディネー

ターは、地域包括支援センターやケアマネージャーから相談される高齢者の個

別相談に対応し日常を豊かにする支援を行いました。 

今後、更に個別ケースの事案に対する支援ニーズが高まると考えられます。 

実 績 

〇地域ニーズと支援の状況の見える化、問題提起 

 ・地域ケア会議の事例から地域ニーズを把握 

〇地縁組織等多様な主体への協力依頼等の働きかけ 

 ・買い物支援活動として移動販売車の巡回場所の開発 

〇関係者のネットワーク化 

 ・第１層協議体の運営、関係事業（生活機能測定会、いきいきわくわく教

室、通い集い交流の居場所運営者交流会、成東図書館お仕事リブラボ等）

に参画しながらネットワークを構築 

〇目指す地域の姿・方針の共有、意識の統一 

 ・SC 連絡会の定期開催と他機関 SC との勉強会を実施 

〇生活支援の担い手育成やサービス開発 

 ・傾聴、お話相手ボランティアや認知症サポーターの育成 

〇第２層生活支援コーディネーターの監督、育成 

 ・新規 SC の育成支援 

〇事業の進捗、成果動向の共有検証 

 ・広報活動、安心生活情報誌いちご手帳の更新、さんトレ・いちご体操普及 

〇地域包括支援センターとの協働によるニーズとサービスのマッチング 

 ・地域高齢者の個別ケースへの対応 
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 ②各種会議等の運営と参加 

＜山武市地域包括支援センター運営協議会部会(やさしいおもいでささえあおう会)の運営＞ 

目的と概要 

高齢者が、住み慣れた地域で生きがいを持って安心して在宅生活を継続して

いくために、医師、地域の生活支援・介護予防サービスを担う施設や事業所、

福祉関係団体、ボランティア活動団体等と連携し協議するため、会議を開催し

ました。 

考 察 

介護保険運営協議会の部会としての位置づけから、第１層協議体やさしいお

もいでささえあおう会の開催を運営協議会の開催に合わせ行うことにしまし

た。メンバーも運営協議会のメンバーで行うこととし、生活支援体制整備事業

の活動状況と課題への取組みを定期的に報告できる体制になりました。また、

広域的な課題について協議できる場となりました。 

実 績 

〇第１層協議体「やさしいおもいでささえあおう会」の開催 

【第１回】 

期 日  令和７年 ７月１７日（木）介護保険運営協議会終了後 

場 所  山武市役所 ３階 第５会議室 

参加者  委員１８名 高齢者支援課、地域包括支援ｾﾝﾀｰ職員 

    生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ４名 

 内 容   ・生活支援コーディネーターの活動状況について 

ア．生活支援体制整備事業の概要について 

イ．ＳＣ連絡会の実施について 

ウ．自立支援型地域ケア会議への参加について 

・今年度の活動予定について 

ア．安心生活情報紙「いちご手帳」の更新について 

     イ．買い物支援事業の状況について 

【第２回】 

期 日  令和８年 １月 1５日（木）介護保険運営協議会終了後 

場 所  山武市役所 会議棟 第７･８会議室 

参加者  委員１８名 高齢者支援課、地域包括支援ｾﾝﾀｰ職員 

    生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ４名 

 内 容   ・今年度の活動について 

     ア．安心生活情報紙「いちご手帳」の更新について 

     イ．買い物支援事業の状況について 

 

〇第２層協議体会議（個別支援型地域ケア会議）の開催  

【第１回】 

期 日  令和７年１２月１１日（木） 

場 所  松尾･蓮地域沼包括支援センター会議室 

参加者  ４名（ｹｱﾏﾈｰｼﾞｬｰ、地域包括支援ｾﾝﾀｰ、第１層、第２層生活 

支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 

 内 容  ・高齢男性の生きがい作りについて 

 

【第２回】 

期 日  令和８年 ２月１２日（木） 

場 所  松尾･蓮地域沼包括支援センター会議室 

参加者  ８名（ｹｱﾏﾈｰｼﾞｬｰ、地域包括支援ｾﾝﾀｰ、第１層、第２層生活 

支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ、城西国際大学実習生） 

 内 容  ・一人暮らし高齢者の免許返納後の生活について 
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＜地域ケア会議への参加＞ 

目的と概要 

地域包括支援センターが主催し、歯科医師、理学療法士、作業療法士、薬剤

師、主任ケアマネ、栄養士、地域包括職員等が集い、介護予防サービス等の支

援を受けている高齢者の自立支援に向けた会議へ、生活支援コーディネーター

として参加し、対象者が地域で豊かに生活できるよう地域活動やサービスの紹

介とつなぎ役として助言を行いました。 

考 察 

これまでの地域ケア会議で出てきた事例から、地域の通いの場などに通うこ

とができない孤立がちな高齢者に対し、訪問しお話し相手などの支援ができる

ボランティアを育成する協議をすすめることができました。地域ケア会議から

新たな仕組みづくりにつなげられたことは良い成果です。 

実 績 

《地域ケア会議》 

○自立支援に向けた地域ケア会議 

１０回開催（令和７年５月から令和８年２月まで） 

 ※各回２つの個別ケース事例について協議し意見交換を行いました。 

《生活支援コーディネーター連絡会及び関係者ランチミーティング》 

 １５回開催（令和７年５月から令和８年２月まで） 

 ※地域ケア会議の事例を深め第１層、第２層生活支援コーディネーターの 

活動について意識及び情報の共有を行いました。 

 

 

 ③「互助の地域づくり」と「地域のつなぎ役」としての活動 

＜転倒骨折予防プロジェクトへの参画と協働事業の実施＞ 

目的と概要 

山武市と筑波大学が協働で行う「転倒骨折予防プロジェクト」へ参画し、転

倒し骨折から重度の介護状態となる市民を減らすための取り組みを実施しまし

た。高齢者が自分の体の現在の状況を把握し、今後の健康づくりに役立てても

らうための「生活機能モニタリング測定会」や高齢者に介護予防や転倒リスク

について考えてもらえる機会を提供する「いきいきわくわく教室」を実施しま

した。また、連携する関係機関とともに協働事業を開催しました。 

考 察 

〇通い集い交流の居場所等への周知により「生活機能モニタリング測定会」へ

の参加者を募ってきましたが、希望者の大半がすでに参加していただいた状

況になっていたため新たな参加者の開発に苦慮する状況になっています。市

民への周知する機会を増やしていく必要があります。 

〇「いきいきわくわく教室」は他機関と連携しながら、順調に開催することが

できました。今後は更に一般の市民参加者が増えるように周知が必要と感じ

ています。 

○これまで、日常生活に生きがいを持つことで健康維持の意欲を高め自分の希

望する活動につながるように情報提供するための「はなまるサロンさんむ」

を開催してきましたが、定期的に参加していたメンバーが仲良くなり、自主

的に集うグループ化をすすめ「らくらくの会」として活動を開始しました。 

実 績 

≪関係者会議≫  

期 日  毎月第１木曜日 リモート会議を開催 

参加者  陣内教授、高齢者支援係、地域包括支援センター、図書館、 

ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ、さんむ医療ｾﾝﾀｰ､千葉ﾚｸ都市開発（株） 

第 1層、第２層生活支援コーディネーター  
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＜生活機能モニタリング測定会＞ 

期 日  原則月１回 毎回約２０名の測定を実施 

会 場  蓮沼交流センター １階 イベントスペース 

内 容  測定種目：身長・体重、体組成、骨強度、握力、立ち上がり、 

構音、嚥下、聴力、視力、巧緻、姿勢保持、移動 

相談コーナー：測定結果を踏まえ健康づくり生きがいづくりの 

アドバイスを行う 

実 績 

＜集いの場運営者主体の測定会のための勉強会＞ 

期 日  令和７年 ７月１７日（木） 

会 場  山武市役所 大会議室  

内 容  ・集いの場運営者と地域ボランティアとの意見交換会 

     ・測定ブース手順書の作成 

 

＜集いの場運営者等主体の生活機能モニタリング測定会＞ 

期 日  令和７年 ８月２９日（金） 

会 場  さんぶの森元気館  

内 容  測定種目：身長・体重、体組成、骨強度、握力、立ち上がり、 

構音、嚥下、聴力、視力、巧緻、姿勢保持、移動 

相談コーナー：測定結果を踏まえ健康づくり生きがいづくりの 

アドバイスを行う 

       

＜いきいきわくわく教室＞※ゴールドクラブ主催事業と協同実施 

【第１回】 

期 日  令和７年 ６月１８日（水） 

会 場  松尾ふれあい館  

参加者  ７６人 

内 容  講演：「専門家に聞いてみよう！高齢者の病気とその予防」 

さんむ医療センター 生活習慣病対策委員会 

     看護師   小倉 和樹 氏 

理学療法士 渡邉 慎也 氏 

各ブース：・ＧＣレク（ﾋﾞｰﾝﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ・ボッチャ・会員募集） 

          ・千葉薬品（健康チェック体組成・骨密度） 

          ・高齢者支援課（健康相談） 

          ・福祉作業所（手作り品の販売） 

          ・ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ（小物販売・健康ﾁｪｯｸ視力・握力） 

・成東図書館（図書紹介・スタンプラリー） 

          ・生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ（健康と生きがい作り相談ｺｰﾅｰ） 

【第２回】 

期 日  令和７年 ８月２０日（水） 

会 場  成東文化会館のぎくプラザ 

参加者  ８７人 

内 容  講演：「みんなで延ばそう 健康寿命」 

          季美の森ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 理学療法士 川村雄輔 氏 

         姫島クリニック リハビリテーション科 森 祐太朗 氏 

      各ブース：・ＧＣレク（ﾋﾞｰﾝﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ・ボッチャ・会員募集） 

           ・千葉薬品（健康チェック体組成・骨密度） 

           ・高齢者支援課（健康相談） 

・福祉作業所（手作り品の販売） 
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           ・ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ（小物販売・健康ﾁｪｯｸ視力・握力） 

・成東図書館（図書紹介・スタンプラリー） 

           ・生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ（健康と生きがい作り相談ｺｰﾅｰ） 

【第３回】 

期 日  令和７年１０月 １日（水） 

会 場  さんぶの森中央体育館 

参加者  ７０人 

内 容  講演：「今日から始める転倒骨折予防への小さな一歩」 

          さんむ医療センター 骨粗鬆症リエゾンサービスチーム 

診療放射線技師   並木 道貴 氏 

管理栄養士     盛 晃彦  氏 

理学療法士     相内 一成 氏 

薬剤師       櫻田 洋介 氏 

各ブース：・ＧＣレク（ﾋﾞｰﾝﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ・ボッチャ・会員募集） 

           ・千葉薬品（健康チェック体組成・骨密度） 

           ・高齢者支援課（健康相談） 

・福祉作業所（手作り品の販売） 

           ・ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ（小物販売・健康ﾁｪｯｸ視力・握力） 

・成東図書館（図書紹介・スタンプラリー） 

           ・生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ（健康と生きがい作り相談ｺｰﾅｰ） 

            ・ベルスズキ（補聴器の相談） 

           ・大富地区社協（葉ぼたんの販売） 

【第４回】 

期 日  令和 7年１２月１２日（金） 

会 場  蓮沼交流センター  

参加者  ５５人 

内 容  講演：「みんなで延ばそう 健康寿命」 

          季美の森ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 理学療法士 川村雄輔 氏 

         姫島クリニック リハビリテーション科 森 祐太朗 氏 

         各ブース：・ＧＣレク（ﾋﾞｰﾝﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ・ボッチャ・会員募集） 

           ・千葉薬品（健康チェック体組成・骨密度） 

           ・高齢者支援課（健康相談） 

・福祉作業所（手作り品の販売） 

           ・ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ（小物販売・健康ﾁｪｯｸ視力・握力） 

・成東図書館（図書紹介・スタンプラリー） 

           ・生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ（健康と生きがい作り相談ｺｰﾅｰ） 

            ・ベルスズキ（補聴器の相談） 
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＜はなまるサロンさんむ自主グループ「らくらくの会」支援＞ 

期 日  令和７年４月から毎月１回（第３木曜日） 

会 場  成東文化会館のぎくプラザ 会議室  

参加者  毎回６～８人 

内 容  手芸や折り紙など手を動かしながらお話し交流 

      ※作ったものを施設や社協へ寄附 

＜成東図書館おしごとリブラボ＞ 

期 日  令和７年 ８月１６日（土） 

会 場  成東文化会館のぎくプラザ  

参加者  イベント協力者として「らくらくの会」が参加 

内 容  工作づくりコーナーのスタッフとして子ども達の工作を支援 

＜地域療法士のつどい①への参加＞ 

期 日  令和７年 ９月１８日（木）  

 会 場  姫島クリニック  

 内 容  ・地域の高齢者を知るための事例検討 

      ・協議体の取組みについて説明  

「やさしいおもいでささえあおう会」代表 秋葉 暁 氏 

      ・生活支援コーディネーターについて説明 

       山武市社会福祉協議会 第１層 SC 須田高 

＜地域療法士のつどい②への参加＞ 

期 日  令和８年 ３月２６日（木）  

 会 場  姫島クリニック  

 内 容  ・シルバー人材センターについて説明 

       山武市シルバー人材センター事務局長 津久井知世 氏 

      ・地域の高齢者を知るための事例検討 

＜日本公衆衛生学会への参加＞ 

期 日  令和７年１０月２９日（水）・３０日（木）  

 会 場  静岡県静岡市 しずおかコンベンションアーツセンター 

 内 容  ・山武市転倒骨折予防プロジェクトの紹介 

      ・自由集会への参加 

 

＜新たなつながりづくり推進プロジェクト＞ 

目的と概要 

新たなつながり作り推進プロジェクトとして、コミュニケーションを広げ

ることや災害時などに自ら情報を集めたりすることができる高齢者を増やす

ための講座を開催しました。 

考 察 

○山武市内の各地域包括支援センター圏域での講座の開催から、それぞれに

自主でスマホを勉強しながら集い交流する居場所が立ち上がりました。各

居場所に通えない方もいることから、身近な地域でスマホを学びながら交

流する出前型のスマホ体験会のしくみづくりを進めることができました。 

実 績 

＜スマホ体験出前講座＞  

○南郷地区社協スマホ体験出前講座  

期 日 令和７年 ９月１１日（木） 

場 所 成東運動公園 会議室  

参加者  ２６名 

内 容 地区社協主催のスマホ講座 

（ゴールドクラブ会員等の地域高齢者が参加） 
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＜各協力団体との連携・調整会議等への参加と協力＞ 

目的と概要 
生活支援コーディネーターとして他機関と連携し事業の企画会議や調整会

議を行い、協働事業を実施しました。 

考 察 
社会福祉協議会関係者だけでなく幅広い分野の方と協働して事業が行える

ように、積極的に新たな人脈づくりや新しい会議への参加に努めました。 

実 績 

＜さんむオレンジチームへの参画＞ 

○認知症当事者や家族が認知症の初期段階から地域で安心して暮らし続けら

れるように、認知症ステップアップ講座修了者と協力し認知症啓発とオレ

ンジカフェの開催に取り組みました。 

期 日 ・毎月１回運営側会議（地域包括職員及び生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 

    ・別日で月１回市民ボランティア参加の会議を開催 

      ※認知症サポーター養成講座・認知症サポーターステップアッ

プ講座の開催、認知症についてのイベントや周知活動（全国

アルツハイマー月間認知症啓発展示、認知症啓発映画会、産

業まつりブース開設等の支援） 

 

＜松尾地区オレンジカフェ「元気カフェ松尾」新規開催＞ 

○新規に松尾地区のオレンジカフェを開催しました。作業療法士の運動や参

加型のレクリエーション等と参加者のグループトーク等を行いました。 

 期 日 令８年 ２月 ６日（金） 

 参加者 地域の参加者 25人 運営スタッフ 11人  合計 36人 

 

＜本須賀おらんちカフェの開催＞ 

○定期的な認知症カフェの開催を目指し、鳴浜・南郷地区社協、ボランティ

ア、地域包括支援センター等と協力しエクセルシオール山武を会場に地域

高齢者が集まり交流するイベントを開催しました。本年度は天候に恵まれ

ませんでしたが、２回実施することができました。 

 会 議 令和７年４月～令和８年３月まで準備等の会議を７回開催 

 期 日 ①令和７年 ６月 ５日（木） 

②令和７年１１月 ７日（金） 

 参加者 ①地域の参加者 47人、運営スタッフ 18人 合計 69人 

     ②地域の参加者 45人 運営スタッフ 21人 合計 66人 

 

＜生活支援コーディネーター圏域別情報交換会＞ 

 期 日 令和８年 ２月１7日（火） 

 場 所 千葉県教育会館  

 内 容 千葉県庁担当課と山武圏域の生活支援体制整備事業担当者が 

集い情報交換 

 参加者 高齢者支援課 瓜生第１層生活支援コーディネーター 

社会福祉協議会 須田第１層生活支援コーディネーター 

六原第２層生活支援コーディネーター 

 

＜市民に向けた積極的な情報発信と周知活動＞ 

内 容 

○社会福祉協議会報「きずな」へ生活支援体制整備事業の記事掲載（４回） 

・令和７年春号、夏号、秋号、令和８年新年号 

〇第２層生活支援コーディネーターが高齢者の安心生活情報誌「いちご手

帳」の掲載内容確認と新規情報の収集活動し更新準備を行いました。 
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考 察 

〇山武市担当課と連携を図りながら、継続的に市社協広報紙で事業の周知を

進めています。生活支援体制整備事業の助成金を活用している団体に関し

ては周知用のチラシの作成を支援し積極的に周知することができました。 

 

 

④地域力による介護予防活動の充実 

＜通いの場の活動支援＞ 

目的と概要 

地域の高齢者が集い交流できる居場所を運営するボランティアグループに

対し「集い・通い・交流の居場所運営費補助事業」として補助金の交付し、 

地域高齢者の主体的な「こころと体の健康づくり」を推進しました。 

考 察 

活動を継続するグループや新規に立ち上げられたグループ、休止や解散し

たグループなどありますが、全体には 33グループとなり、高齢者の通える

場、交流できる機会が増えたと思います。“フレイル状態”になっても引き

続き通え、永く通える居場所としての活動が望まれているので、運営者にも

理解していただくように努めていきます。 

実 績 

〇補助金交付ボランティア団体 合計３３ｸﾞﾙｰﾌﾟ（昨年度 32 ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

  月 1回以上活動するグループ  ８グループ   440,000円 

  月２回以上活動するグループ １２グループ  1,440,000円 

週 1回以上活動するグループ １３グループ  2,840,000円 

 

＜通い・集い・交流する居場所づくり事業運営者交流会＞ 

〔第 1回〕 

期 日  令和７年 ８月２２日（金） 

会 場  農村環境改善センター松尾ふれあい館 

内 容  ・グループ紹介（６グループ） 

     ・参加者情報交換交流会  

     ・まとめ（陣内先生から） 

     ・連絡事項（元気館でのわたプラ測定会等） 

 参加者  集いの場２１グループ３４名、山武地区ボランティア４名、 

つくば大学陣内先生、高齢者支援課、社協ＳＣ２名 

地域包括支援センターＳＣ２名 

〔第２回〕 

期 日  令和８年 ３月 ３日（火） 

場 所  農村環境改善センター松尾ふれあい館 

内 容  ・団体紹介（ステップステップ、お寺で遊坊会） 

     ・交流サロン（グループトーク） 

     ・ちょこっと勉強会 

「介護予防・日常生活支援総合事業って何？」 

      ・補助金について 

参加者  集いの場２６グループ ４２名参加 

     高齢者支援課、社協ＳＣ２名、地域包括支援センターＳＣ２名 
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⑵ 住民参加・協働によるボランティア活動の推進  

 

①ボランティア活動の相談・支援 

＜ボランティア・市民活動センターの運営＞ 

目的と概要 

 ボランティア・市民活動に関する理解と関心を深め、ボランティア活動

者・市民活動者との協働・連携及び支援を図ることにより、地域福祉を推進

することを目的に山武市ボランティア・市民活動センターを設置・運営しま

した。 

考 察 

ボランティアセンターとして、ボランティア・市民活動が活発化するよ

う、インターネット、広報紙など、各種情報提供を行っています。窓口によ

る情報提供が最も効果的であると感じているため、市民が気軽に立ち寄るセ

ンターづくりを目指します。 

登録状況 

ボランティアグループ 126グループ 1,402名（前年：123Ｇ1,473名） 

個人ボランティア          175名（前年：     161名） 

全社協ボランティア保険加入者      14名（前年：      25名） 

合計 1,591名（前年：   1,659名） 

 

＜マッチング・相談支援＞ 

目的と概要 
ボランティアニーズとボランティア双方を登録することにより、情報提供

を始めとした、活動と人とをつなぐことを目的に実施しました。 

考 察 

市内だけに留まらず、市外福祉施設等からボランティア派遣の相談があ

り、幅広いボランティアニーズに対応することができました。保有資格や技

術、年代、国籍問わず、今後も幅広い人材の確保を目指していきます。 

事業内容 ボランティアに関する相談件数 ４２件（前年度５３回） 

 

＜ボランティア保険の加入促進＞ 

目的と概要 
ボランティア活動する方が安心して活動できるよう、事故やけが、賠償責

任等について補償する保険の加入促進を図りました。 

考 察 

現状、登録ボランティアは自動保険加入となる一方、活動目的が不透明な

団体もあることから、ボランティア登録には活動内容を精査する必要がある

と考えます。 

事業内容 ボランティア保険加入者 １，５７７人 

 

＜ボランティア活動資金づくり支援＞ 

目的と概要 

さまざまな社会課題に取り組むＮＰＯやボランティアグループは、営利を

目的としない活動を行っているため、常に資金的な支援を必要としていま

す。このような団体に対して、分野ごとに団体を公募し、助成金を提供する

企業等の情報を提供し、活動活性化の支援を行っています。 

考 察 

 ボランティア活動向け助成金など、チラシや広報紙を活用し、随時情報提

供を行いました。また、活動資金確保に向けたアドバイスを行い、引き続き

ボランティア活動の活性化を目指します。 

事業内容 
 当センターのボランティア情報紙「きらめき通信」やセンター窓口にて随

時紹介していきます。 
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＜ボランティア活動の広報・啓発＞ 

目的と概要 

 ホームページやボランティア情報紙「きらめき通信」、その他学校など

様々な場面において、ボランティア活動についての興味・関心を抱いていた

だくための啓発を行いました。 

考 察 
今後も社会のために、誰かのために何かやってみようという気持ちを育て

ていける仕掛けづくりと情報提供を心がけていきます。 

事業内容 

①ボランティア情報紙「きらめき通信」を発行し、登録ボランティア及び一

般市民、関係機関等に配布しました。 

 【第２２１号 ～２２４号発行済み：各３，２００部発行】 

②ボランティア・市民活動センター専用ホームページ 

 （活動ＰＲ、登録支援、活動グループ紹介、その他活動情報の提供） 

 

＜ボランティア活動用資機材等の整備と貸出＞ 

目的と概要 
ボランティア活動を支援するため、活動に必要な資機材の貸出しを行いま

した。 

考 察 
資機材等の種類を増やすことで、活動の活発化と、ボランティア登録のメ

リット、社協のＰＲや会費の増強にも繋がると考えます。 

事業内容 

 

 貸 出 物 品 名 回数 延べ品数 

ワイヤレスマイク ０ ０ 

アンプセット ０ ０ 

高齢者（障害者）疑似体験セット １ ５ 
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②各種ボランティア・市民活動講座等の開催 

＜１．災害支援ボランティア講座＞ ※再掲 

目的と概要 

災害支援ボランティア活動に対する知識と理解を深め、ボランティアと

しての意欲の高揚や資質向上を図り、参加者が地域のリーダーとなって活

動することで、地域防災の増進に寄与することを目的に開催しました。 

考 察 

山武市防災士会の防災士を講師に迎え、避難所運営ゲームを行い、防災

意識を高めるとともに、被災時の課題について確認をしました。 

かつての被災経験を風化させないためにも、継続開催していくことが望

ましいと考えます。 

協 力 
山武市役所消防防災課 

山武市防災士会 

実 績 

 
 

日  時 令和８年３月１４日（土） 

会  場 成東文化会館のぎくプラザ 

参加人数 １９名 

内  容 防災士による避難所運営ゲーム 

 

＜２．夏休みボランティア体験教室＞ 

 

目的と概要 

 ボランティア体験学習を通じ、発達段階にある子ども達に対し、地域社会

の一員であることの意識を高めるとともに、次世代の担い手の育成に寄与す

ることを目的に実施しました。 

考 察 

夏休みの期間を利用し、テーマ別にボランティア体験学習を行いました。

自ら参加してみようと子供たちの興味を引く企画を考案し、体験メニューを

通じ、ボランティア活動に対するやりがいを引き出すような体験となるよう

努めています。 

 

実 績 

１．点字ボランティア体験 

日  時 令和７年８月２１日（木） 

会  場 山武福祉センター 

参加人数 ４名 

内  容 点字への理解と点字ボランティア体験 

 

２．音訳ボランティア体験 

日  時 
①令和７年７月２８日（月） 

②令和７年８月２５日（月） 

会  場 山武市役所 

参加人数 ５名 

内  容 視覚障害者へ広報さんむを音読し録音する体験 
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③おもちゃ図書館の開館 

目的と概要 

ハンディキャップのあるなしに関わらず、おもちゃ遊びを通じて子どもた

ちの心身の発達を促すとともに、保護者同士の交流を促進し、地域ぐるみで

子育てを見守り・協力しあえるきっかけづくりを目指し開設しました。 

考 察 

ボランティアの運営協力のもと、実施しました。利用者が少ないことか

ら、出張型・移動型など、開設方法の検討が必要です。また、運営ボランテ

ィアの確保についても、課題となっています。 

実 績 

 

おおひら子育て支援センター会場 

開 催 日 時 毎月第２金曜日 9：30～10：30 

開 催 回 数 
７回（5/9、6/13、7/11、9/12、11/14、1/9、2/13） 

（前年度４回） 

参 加 者 こども５２名 付き添い３２名 

ボランティア ７名 

  

なるとう子育て支援センター会場 

開 催 日 時 毎月第３金曜日 9：30～10：30 

開 催 回 数 
７回（5/16、6/20、7/4、9/19、11/21、1/16、2/20） 

（前年度２回） 

参 加 者 こども４４名 付き添い４４名 

ボランティア １９名 
 

 

 

 

 

 

実 績 

３．ハンドマッサージでふれあい体験 

日  時 令和７年８月４日（月） 

会  場 
コミュニティハウス広場 

小規模多機能居宅介護なるとう 

参加人数 ３人 

内  容 ハンドマッサージを学び、高齢者施設にて実践 
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実 績 

 

しらはた子育て支援センター会場 

開 催 日 時 毎月第１金曜日 9：30～10：30 

開 催 回 数 
７回（5/17、6/6、7/18、9/5、11/7、2/6、3/6） 

（前年度８回） 

参 加 者 こども５２名 付き添い２８名 

ボランティア ９名 

 

山武市簡易マザーズホーム会場 

開 催 日 時 毎月第４金曜日 10：00～11：30 

開 催 回 数 
７回（5/23、7/25、9/26、11/28、1/23、2/27、3/27） 

（前年度８回） 

参 加 者 こども３９名 付き添い２８名 

ボランティア １９名 

  

 

 

④福祉教育の推進 

＜福祉教育活動費の助成＞ 

目的と概要 

学校の児童・生徒と地域が密接に関わることで、自ら進んで地域活動に

参加する市民として育ってくれることを目標に、市内の小・中学校に対し

福祉教育推進に係る補助金を交付しました。 

考 察 

活動費不足である学校の福祉教育推進に有効と考えます。財源は、共同

募金配分金であることから、見える配分先としての良いアピールにもなっ

ています。 

 

実 績 

 

【助成実績】 
 

学校名 
成東小学校  睦岡小学校  山武北小学校 

松尾小学校  大平小学校 

各 校 

30,000円 

合  計 ５校（前年：７校 210,000円） 150,000円 
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＜福祉教育の推進・学校等への協力＞【５校６回実施（昨年度：６校６回実施）】 

目的と概要 
各校で行われている福祉教育に協力しました。児童・生徒と地域が関わ

ることで、自ら地域活動に参加する市民の育成を目指し実施しました。 

考 察 
学校福祉教育に地域住民が関わることは、郷土愛を促し、将来の地域福

祉活動を推進する上で重要であると考えます。 

 

１．南郷小学校 

日 時 令和８年１月１３日（火）１０：３０～１２：００ 

場 所 南郷小学校 

対象者 ４学年児童２３名 

協力者 山武郡市聴覚障害者協会３名、手話通訳者１名 

内 容 手話講座 

 

２．緑海小学校 

日 時 令和７年１１月１７日（月）１０：２５～１２：０５ 

場 所 緑海小学校 

対象者 ３学年児童１４名・４学年児童２０名 

協力者 ボランティア８名 

内 容 高齢者疑似体験および車いす操作体験 

 

３．大富小学校 

日 時 令和７年１１月４日（火）１０：３０～１２：１０ 

場 所 大富小学校 

対象者 ４学年児童１２名 

協力者 点字サークルなでしこ４名・視覚障害者２名 

内 容 車いす操作体験 

 

４．大富小学校 

日 時 令和８年１月３０日（金）１３：３５～１４：２０ 

場 所 大富小学校５年生 

対象者 ５学年児童１１名 

協力者 ボランティア１名 

内 容 車いす操作体験 
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５．鳴浜小学校 

日 時 令和７年１１月１３日（木）１０：２５～１２：０５ 

場 所 鳴浜小学校 

対象者 ４学年児童２３名 

協力者 なでしこ４名、視覚障害者２名 

内 容 点字体験・ブラインドウォーク 

 

６．大平小学校 

日 時 令和８年２月１０日（火）１０：２５～１２：０５ 

場 所 大平小学校（体育館） 

対象者 ４学年児童２０名 

協力者 ボランティア名 

内 容 高齢者疑似体験および車いす操作体験 

 

 

＜福祉教育推進校パッケージ指定（令和６から８年）＞ 

福祉教育推進連絡会 

期 日 令和７年６月２７日（金）、令和８年３月２４日（火） 

場 所 成東老人福祉センター 

参加者 
成東高等学校・成東東中学校・緑海小学校・緑海地区社会福祉協議会の福

祉教育担当者各１名、事務局２名 

内 容 
・各校の取り組み状況について 

・今後の取り組みについて   等 

 

 

緑海小学校ふれあいまつりへの参加（成東高等学校） 

期 日 令和７年１１月８日（土） 

場 所 緑海小学校 

参加者 成東高等学校（茶道部７名） 

内 容 
成東高等学校茶道部が緑海小学校ふれあいまつりへボランティアとして参

加。茶道の作法を通じ、小学生や地域ボランティアとの交流を行った。 
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山武市身体障害者福祉会新年会への参加（成東高等学校） 

期 日 令和８年１月２０日（火） 

場 所 成東老人福祉センター 

参加者 成東高等学校（茶道部７名） 

内 容 
成東高等学校茶道部が身体障害者福祉会新年会へボランティアとして参

加。お茶の提供を通じ、身体障害者福祉会会員との交流を行った。 

 
 

教員向け福祉講話（成東東中学校） 

期 日 令和７年６月３０日（月） 

場 所 成東東中学校 

参加者 成東東中学校教員（２０名） 

内 容 生徒への福祉教育を行うにあたり、教員向け福祉講話を行った。 

 
 

教員向け福祉体験（成東東中学校） 

期 日 令和７年８月１８日（月） 

場 所 成東東中学校 

参加者 成東東中学校教員（２０名） 

協力者 ボランティア４名 

内 容 
生徒への福祉教育を行うにあたり、教員向け福祉体験（車いす操作、高齢

者疑似体験）を行った。 

 
 

福祉講話（成東東中学校） 

期 日 令和７年９月３日（水） 

場 所 成東東中学校 

参加者 成東東中学校（全校生徒２１６名） 

内 容 福祉教育の一環として、社協職員による福祉講話を行った。（オンライン） 
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福祉講話（成東高等学校） 

期 日 令和８年１月１９日（月）、２８日（水）、３０日（金） 

場 所 成東高等学校 

参加者 成東高等学校１学年 

協力者 身体障害者３名（身体障害２名・視覚障害１名） 

内 容 
成東高等学校家庭科授業の一環として、障害当事者による福祉講話を行っ

た。 
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⑴ 権利擁護と自立支援の取り組み 

２．日常生活を支援するサービスの充実 

 
 
①成年後見推進事業の実施 
＜成年後見に関する研修及び会議等参加＞ 

 

 

＜市民後見人の活動の推進に関する啓発活動（パンフレット配布及び事業説明等）＞ 

期 日 名  称 場 所 

１月２９日（木） 虐待防止ネットワーク会議 山武市役所 

 
＜研修会の開催＞ 

期 日 名  称 場 所 参加者 

３月２７日（金） 
山武市市民後見人養成講

座フォローアップ研修 
成東老人福祉センター ６名 

期 日 名  称 場 所 出席者 

４月２８日（月） 
相談業務連絡会 

（成年後見支援会議事前打合会） 
山武市役所 専門員２名 

５月２６日（月） 
相談業務連絡会 

（成年後見支援会議事前打合会） 
山武市役所 専門員２名 

６月２３日（月） 
相談業務連絡会 

（成年後見支援会議事前打合会） 
山武市役所 専門員２名 

７月２８日（月） 
相談業務連絡会 

（成年後見支援会議事前打合会） 
山武市役所 専門員 

８月２５日（月） 
相談業務連絡会 

（成年後見支援会議事前打合会） 
山武市役所 専門員２名 

９月 ９日（火） 山武市成年後見支援会議 山武市役所 
センター長 

専門員２名 

９月２２日（月） 
相談業務連絡会 

（成年後見支援会議事前打合会） 
山武市役所 専門員２名 

１０月２７日（月） 
相談業務連絡会 

（成年後見支援会議事前打合会） 
山武市役所 専門員２名 

１１月１７日（月） 
相談業務連絡会 

（成年後見支援会議事前打合会） 
山武市役所 専門員２名 

１２月２２日（月） 
相談業務連絡会 

（成年後見支援会議事前打合会） 
山武市役所 専門員 

１月２６日（月） 
相談業務連絡会 

（成年後見支援会議事前打合会） 
山武市役所 専門員２名 

１月２７日（火） 
千葉家庭裁判所八日市場支部

意見交換会 

匝瑳市市民ふれあい

センター 
専門員２名 

 ２月１６日（月） 
相談業務連絡会 

（成年後見支援会議事前打合会 
山武市役所 専門員 

３月２３日（月） 
相談業務連絡会 

（成年後見支援会議事前打合会） 
山武市役所 専門員２名 
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②日常生活自立支援事業の実施（愛称：すまいる） 

目的と概要 

日常生活を送る上で、十分な判断ができない方や、身体の不自由な方が地

域で安心して生活できるように支援することを目的とした日常生活自立支援

事業（千葉県後見支援センター事業業務）を千葉県社会福祉協議会から受託

し、福祉サービス利用援助・財産管理サービス・財産保全サービスを実施し

ました。 

考 察 

相談支援を進める中で、本人の意向や家族状況等によりサービス利用に至

らないケースが一定数ありました。本人、家族との関係性を維持しながら、

関係機関と連携した支援体制の継続が必要であると考えます。 

 

【利用者・生活支援員】 

利用者 

新規契約数 １７ケース  

解 約 数 １５ケース  

その他移管数  １ケース  

年度末現在契約数 １０１ケース （前年度９８ケース） 

生活支援員 
現 任 数 １７名 （前年度１８名） 

登 録 数 ２名 （前年度 ２名） 

 
【実績】 

 高齢者 知的障がい者  精神障がい者 その他 合計 

前年度まで契約数 １９６  ２５  ４３   １２  ２７６  

今年度契約数 １４  １   １  １   １７  

移管数 ０  ０  ０  １  １  

合計 ２１０  ２６  ４４  １４  ２９４  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



34 

【内容別契約者数】 

 
新規契約者 

総数 

（生保者数） 

契約解除者数 

（生保者数） 

移管者数 

（生保者

数） 

年度末現在 

契約数 

（生保者

数） 

サービス種類（※1） 

福祉 

財産管理 財

産 

保

全 

あ

り 

な

し 

社

協 

個

人 

R7.3まで 

契 約 数 
276 （94）  130（53） 51（18）        

今 年 度 

契 約 数 

（移管含む） 

18  （7）  15 （5） 1 （0） 101（36） 101 92 9 88 4 6 

合 計 294（101）  145（58） 52（18） 101（36）  

サービス種類説明（※１） 
○福  祉：福祉サービス利用援助…１０１名 
○財産管理：財産管理サービス……… ９２名 

あり：代理権あり 

なし：代理権なし 

社協：通帳社協管理 

個人：通帳個人管理 

○財産保全：財産保全サービス……… ６名 

 

【相談内容別人数等内訳】 

  高齢者 
知的 

障がい者 

精神 

障がい者 
その他 計 

1 福祉サービスの手続き等         

2 日常的な金銭の管理等 ３７  ５  ４   ５  ５１  

3 書類等の預かり・財産保全         

4 保健サービスの手続き等                   

5 医療に関する事項      

6 福祉サービスに関する苦情等      

7 今後の生活設計等        

8 本事業等に関する単なる問合せ                      

9 成年後見制度に関すること  １９  ２   ６   ３  ３０  

10 虐待等に関すること等                    

11 その他          

合       計           ５６  ７  １０  ８  ８１  
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【相談・訪問調査等の回数】 

 高齢者 
知的 

障がい者 
精神 

障がい者 
その他 計 前年度 

相談・訪問調査等延べ回数 ３８７ ５０ ２２ ４６ ５０５ ５３５ 

訪問調査 

のみ 

訪問実人数 ７２ ７８ 

契約前訪問延べ回数 ８６ ９８ 

 
【研修等の開催・参加】 

〇千葉県後見支援センター主催研修 

期 日 名  称 場 所 出席者 

４月３０日（水） 
日常生活自立支援事業

新任専門員研修 
千葉県社会福祉センター 専門員 

 ８月４日（月） 
日常生活自立支援事業 

現任専門員研修 
千葉県社会福祉センター 専門員２名 

 ８月７日（木） 
成年後見制度市長申立

研修会 

成東老人福祉センター 

（ズーム開催） 
専門員２名 

９月１０日（水） 
第１回日常生活自立支

援事業連絡会議 

成東老人福祉センター 

（ズーム開催） 
専門員２名 

１２月１８日（木） 

日常生活自立支援事業

生活支援員・担当者研

修会 

成東老人福祉センター 

（ズーム開催） 

専門員４名 
生活支援員(現任・

登録）７名 

２月１９日（木） 法人後見専門員研修会 
成東老人福祉センター 

（ズーム開催） 
専門員２名 

２月２５日（水） 
第２回日常生活自立支

援事業連絡会議 

成東老人福祉センター 

（ズーム開催） 
専門員２名 

３月 ６日（金） 
日常生活自立支援事業

関係機関連絡会議 

成東老人福祉センター 

（ズーム開催） 
専門員 

３月 ９日（月） 
成年後見利用促進セミ

ナー 

成東老人福祉センター 

（ズーム開催） 
専門員 

 

〇さんむ成年後見支援センター主催研修 

期 日 名  称 場 所 参加者 

３月２７日（金） 

山武市市民後見人養成

講座フォローアップ研

修 

成東老人福祉センター ６名 

３月２７日（金） 生活支援員連絡会議 成東老人福祉センター ６名 
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【契約締結審査会（審査会場：千葉県社会福祉センター 毎月第３火曜日 17:30～）】 

審査月 実施日 回数 

審査内容（上程／単位：ケース) 
支援計画    

※除審査会 

出席者 

（ZOOM） 新規 
新 規 

事務局 

審 査 

評価 解約 支援計画 

4月 21日 302 2  2 5            専門員 2名 

5月 20日 303 1 

 

17   2   専門員 2名 

6月 17日 304 2    7   1   専門員 2名 

7月 15日 305 3 1     4   2   専門員 2名 

8月 20日 306 1 

 

   2   専門員 2名 

9月 16日 307   

 

7        

10月 21日 308    4    14       

 

11月 18日 309 

  

 8     2  

 

12月 16日 310 1   2 5   2    専門員 2名 

1月 20日 311      6   1     

 

2月 17日 312 2   4  6   2       専門員 2名 

3月 17日 313        4   2    

 

 

年間計 12   13  83   14   2       

※ 審査会不承認、審査通過後辞退及び死亡により当年度契約数等とは一致しません。 

 

【地域会議及び担当者会議（全２０回）】 

期 日 場 所 人数 出席者 

４月２８日（月） 自宅 ５ 
本人・ケアマネ・ヘルパー・専門員２

名 

 ５月２７日（火） 山武市役所 ５ 
高齢者支援課２名・成東包括・専門員

２名 

６月１２日（木） 自宅 １０ 

本人・息子・本人CM・息子相談支援専

門員・息子相談支援専門員・就労支援

事業所理事長・ヘルパー・デイサービ

ス相談員・生活支援員・専門員 

６月３０日（月） 
成東地域包括支援

センター 
４ 

成東地域包括支援センター２名・生活

支援員・専門員 

７月 ２日（水） 北総長寿苑 ５ 
本人・ケアマネ・ヘルパー・デイサー

ビス相談員・専門員 

７月 ７日（月） 
山武地域包括支援

センター 
６ 

ケアマネ２名・山武地域包括支援セン

ター２名・専門員２名 
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７月１５日（火） 特養：海 ７ 
家族２名・高齢者支援課２名・施設

長・相談員・専門員 

７月３０日（水） 自宅 ４ 本人・ケアマネ・福祉用具・専門員 

８月 １日（金） 山武市役所 ５ 
相談支援専門員・市役所保護係・ヘル

パー・訪問看護師・専門員 

８月 ５日（火） 山武市役所 ５ 

ケアマネ・山武地域包括支援センタ

ー・生活就労相談室・中核地域生活支

援センター・専門員 

９月 １日（月） 山武市役所 ７ 

息子・ケアマネ・山武地域包括支援セ

ンター・生活就労相談室・中核地域生

活支援センター・専門員２名 

９月 ２日（火） 
松尾蓮沼包括支援

センター 
７ 

松尾地域包括支援センター２名・九十

九里地域包括支援センター２名・ケア

マネ・市役所保護係・専門員 

９月１２日（金） 山武市役所 ６ 
ケアマネ、成東包括２名、高齢者支援

課、ヘルパー、専門員 

９月２６日（金） 
松尾地域包括支援

センター 
６ 

松尾地域包括支援センター・ケアマ

ネ・ヘルパー・訪問看護師・薬剤師・

専門員 

１１月 ４日（火） 自宅 ５ 
本人・長女・ケアマネ・ショートステ

イ職員・専門員 

１１月１１日（火） 
松尾蓮沼包括支援

センター 
４ 

ケアマネ・相談支援専門員・生活支援

員・専門員 

１２月 ４日（木） 
季美の森リハビリ

テーション病院 
９ 

医師・看護師・理学療法士・言語聴覚

士・SW・松尾地域包括支援センター・

特養相談員・千葉市社協専門員・専門

員 

１２月１０日（水） 自宅 ４ 
松尾蓮沼地域包括・ヘルパー・福祉用

具・専門員 

１月２８日（水） 自宅 ６ 

本人、成東地域包括支援センター２

名、シルバー人材センター２名、専門

員 

２月１０日（火） 自宅 ９ 

本人、成東地域包括支援センター２

名、ケアマネ２名、デイサービス職

員、生活支援員、在宅福祉推進係、専

門員 
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③法人後見事業の実施 

【法人後見の受任】 

目的と概要 
家庭裁判所の審判に基づき、当社協が法人として成年後見人となり

支援を行いました。 

考 察 

現在受任中の被後見人については、高齢化の進行に伴い体調の変化

が顕著となってきています。これにより医療機関の受診機会が増加

し、生活面のみならず、医療面における支援の必要性が高まっていま

す。  

 
【実績】 

 
類 型 

補助 補佐 後見 

総受任数 

（前年度まで） 
０件 ０件 

１３件 

（終了９件） 

今年度 

受任数 
０件 ０件 ０件 

年度末合計 ０件 ０件 ４件 

 
【相談件数】 

 高齢者 知的障がい者 精神障がい者 その他 計 前年度 

件 数 ５６ ７ １０ ８ ８１ １０２ 
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④生活困窮者自立支援制度事業の充実・強化 

＜自立相談支援事業の実施＞ 
【相談実績】 

目的と概要 

何らかの理由により生活が困窮し、生活を維持することができなくなるお

それのある生活困窮者に対し、本人の状態に応じた包括的な相談支援を実施

し、その者の社会的経済的自立に資することを目的として実施しました。 

考 察 

物価高騰の影響が続き、これまで普通に生活を繋いできた市民にまで影響

が及びつつあります。各企業も正社員雇用を控えパート雇用へ切り替える等

の雇用形態の変化により、世帯収入の減少のみならず賃貸契約における保証

が得にくくなり、住居の確保が困難なケースが増加しました。 

この状況を踏まえ、家計改善支援で家計の見直しをするだけではなく、困

窮者の雇用に理解のある企業の開拓や住居確保支援が課題と考えます。 

実 績 

 

月 
新規 
相談 

延べ相談 

対応件数 
（前年度からの継続 

ケース含む） 

プラン 
モニタ 

リング 
評価 

住居確保  

給付金 

（新規） 
新規 再 

４ ２０ １８８ １ ２ ９ ２ １ 

５ １６ ２１０ ２  １１   

６ １３ ２００ １ １ １３ ２  

７ １４ １８６ １ １ ８ ３  

８ １３ １５７ １ １ ８ ４  

９ １６ １５６ １ １ １０ ２  

１０ １７ １９３ １ １ １０ １  

１１ １６ １８０ ２ ２ １２ ３ 1 

１２ １４ ２１１   １６   

１ １８ １８２ ２  １５ １  

２ １８ １５１   １７   

３ １０ ２１０  ２ ９ ８  

合計 １８５ ２，２２４ ２３ １３８ ２６ ２ 
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実 績 

【新規相談種別】 

相談内容 主相談 その他 合 計 

① 病気や健康、障害のこと ６ ７６ ８２ 

② 住まいについて １４ ３４ ４８ 

③ 収入・生活費のこと １１８ ４０ １５８ 

④ 家賃やローンの支払いのこと ４ ３８ ４２ 

⑤ 税金や公共料金等の支払いのこと ３ ４５ ４８ 

⑥ 債務について ４ ２１ ２５ 

⑦ 仕事探し、就職について １５ ２７ ４２ 

⑧ 仕事上の不安やトラブル ３ ８ １１ 

⑨ 地域との関係について １ ４ ５ 

⑩ 家族との関係について ２ ２０ ２２ 

⑪ 子育てのこと ０ ７ ７ 

⑫ 介護のこと ８ ２５ ３３ 

⑬ ひきこもり・不登校 ３ ４ ７ 

⑭ ＤＶ・虐待 ０ １ １ 

⑮ 食べるものがない １ １８ １９ 

⑯ その他 ３ ３ ６ 

合 計（相談者の抱える悩みの数） ※前年度４９８ ５５６ 

≪相談内容の傾向≫ 
主相談 第１位：収入・生活費のこと 

第２位：病気や健康、障害のこと 
第３位：住まいについて・税金や公共料金等の支払いのこと 

 

本年度の支援によって見られた変化（前年度までのケース含む） 

生
活
面 

生活保護の適用 59 生活習慣の改善 6 

住まいの確保、安定 20 孤立解消 76 

医療機関の診断開始 13 精神安定 73 

健康状態の改善 11 債務の整理 13 

障害手帳の取得 0 家計の改善 78 

自立意欲向上・改善 44 就労収入増加 19 

対人・家族関係の改善 16  

社
会
面 

職場定着 7 就職活動開始 50 

一般就労開始（目的が継続的
な就労。障害者雇用含む） 

30 職業訓練の開始、就学 4 

障害者サービス活用（就労継
続Ｂ型、就労移行支援等） 2 社会参加機会の増加 28 

他 その他 30  
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【終了理由内訳】 

 前年度からの 
継続ケース 

７年度新規 
受付ケース 

解決 ２６ ３７ 

情報提供のみ ０ ３ 

他機関にて対応 ２ １ 

音信不通 １ ０ 

その他 
（転出、死亡、支援辞退等） 

９９ ３ 

終了件数合計 
１２８ ４４ 

１７２ 

 
 

前年度からの 
継続ケース数(A) 

前年度からの 
継続ケースの内 
7 年度終了数(B) 

7 年度新規受付分 
繰越ケース数(C) 

次年度への繰越 
ケース数 

(A)-(B)+(C) 

４６９ １２８ １４１ ４８２ 

 

【支援調整会議】 

目的と概要 

山武市生活困窮者自立相談支援事業を実施するにあたり、支援及びその

計画が適切なものであるか確認を行うとともに、関係機関及び関係者等の

役割について調整を行うことを目的に開催しました。 

考 察 
各関係部署が出席し、意見交換や情報共有が行われています。原則毎月

１回開催し、多職種連携の場として有効であると考えます。 

場  所 山武市役所本庁内会議室 

参 加 者 

社協事務局長、社会福祉課長、社会福祉係、保護係、障がい福祉係、高齢

者支援係、包括支援センター、子育て支援課、健康支援課、家庭児童相談

係、リンク（家計改善支援員）、自立相談支援員２名 

実 績 全１２回 
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【会議・研修会等への参加】 

会 議 等 

＜山武健康福祉センター・中核地域生活支援センターに係る令和 7年度山

武圏域連絡調整会議＞ 

 期 日 令和 7年５月２２日（木） 

 内 容 報告 

・中核地域生活支援センター2024年度活動報告及び 2025年度

活動方針 

     講義 

     「山武圏域における地域保健医療福祉の現状と課題」 

      グループワーク 

     「山武圏域における地域保健医療福祉の視点から地域課題を考

える」 

     情報提供 

⑴ [千葉県教育庁特別支援教育課]医療的ケア児の通学にお

ける保護支援モデル事業 

山武圏域の情報共有 

・さんむ医療センター 

・マリンハウス 

・法テラス千葉 

・山武郡市広域行政組合教育相談センター 

・ちば地域生活支援舎 

・みんなの心のよりどころホットステーション 

 

＜山武市要保護児童対策地域協議会実務者会議＞ 

 期 日 令和７年７月１５日（火） 

 内 容 ・要保護児童の把握及び検討 

     ・その他 

 

＜自殺対策連絡協議会担当者会議＞ 

 期 日 令和７年７月２４日（木） 

 内 容 ・自殺対策連絡協議会の会議運営について 

     ・山武市における自殺者数の現状について 

     ・山武市第２次健康づくり計画について 

     ・自殺に関する支援を行っている事例一覧 

     ・若年対応について、自殺対策基本法の一部を改正する法律の

概要について 

     ・ゲートキーパーについて 

 

＜千葉県すまいづくり協議会居住支援部会＞ 

 期 日 令和８年３月３日（火）Zoom会議 

 内 容 ・県からの報告 

     ・部会員等からの情報提供（UR、千葉県居住支援法人協議会） 

     ・URの取り組みについて 

     ・居住サポート住宅の認定実例について 

     ・残置物処理等業務の実例について 

     ・居住支援法人の業務紹介 

考 察 

困難ケースへの対応、多職種協議による役割分担だけでなく、市民が

抱える課題の現状を把握するためにも有効であり、各種専門職との協議

は、相談員の知識と資質向上にも貢献すると考えます。 
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研修会等 

＜令和 7年度千葉県生活困窮者自立支援制度初任者研修＞ 

期 日 ①令和７年６月２３日（月） 

会 場 千葉県庁中庁舎１０階大会議室 

 内 容 ・生活困窮者自立支援制度について 

     ・生活困窮者に必要な視点 

・生活困窮者に対する就労支援 

・行き場をなくした方への支援 

・生活保護制度について 

・生活福祉資金貸付制度について 

・支援ツールの入力について 

 

期 日 ②令和７年７月１日（火） 

会 場 千葉県庁中庁舎１０階大会議室 

 内 容 ・グループワーク① 事例検討 相談者の理解他 

     ・グループワーク② 事例検討 アセスメントした内容をもと

に支援方針を作成する。 

・グループワーク③ 悩みごと等の共有 他 

 

＜ちこねっと実務者ミーティング＞ 

【第１６回】 

期 日 令和７年６月２２日（日） 

会 場 千葉県弁護士会館 

 内 容 支援の「そもそも」を問い直す 

     講演Ⅰ「働く」の意味と価値を捉え直す 

         ～私たちは何を見つめて支援するのか～ 

     講演Ⅱ「私事」の幅と深さを捉え直す 

         ～共に暮らし働く地域を創る～ 

     グループワーク・全体共有 

【第１７回】 

期 日 令和８年２月２３日（月） 

会 場 千葉県弁護士会館 

 内 容 居住支援と身寄り問題～いま、何がもとめられているのか～ 

     【第１部】「居住支援」の全体像を理解する 

     【第２部】「身寄り問題」をめぐる現状と望まれる方向性 

     グループワーク 他 

 

＜令和７年度生活困窮者自立支援制度相談支援員初任者研修＞ 

 期 日 ①令和７年１０月６日（月） 

 会 場 全国社会福祉協議会灘尾ホール 

 内 容 講義Ⅰ 共通過程を振り返る（理念・基本姿勢） 

     講義Ⅱ 研修の獲得目標と構成を理解する 

     講義Ⅲ 生活困窮者自立支援制度の対象者像及び事象の理解 

     講義Ⅳ 相談支援員の役割を理解する 

 

期 日 ②令和７年１０月７日（火） 

会 場 全国社会福祉協議会灘尾ホール 

内 容 講義Ⅰ 相談支援の具体的展開を理解する 

    講義Ⅱ 研修の振返り・まとめ 
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＜令和７年度千葉県こども食堂ネットワーク会議＞ 

 期 日 令和７年１０月２９日（水） 

 会 場 千葉商工会議所 

 内 容 「地域でこどもを支えるために～それぞれができること」 

【第１部】行政説明：こども達を取り巻く現状 

    【第２部】基調講演：国の政策とこども・若者の居場所について 

         令和７年度千葉県こども食堂実態調査の結果について 

         活動報告・事例報告 他 

 

＜令和７年度千葉県生活困窮者自立支援制度従事者研修＞ 

 期 日 ①令和７年１２月４日（木） 

 会 場 千葉県社会福祉センター 

 内 容 ・講義 生活困窮者支援に必要な視点 

     ・事例発表 任意事業における自立相談支援との連携 

     ・グループワーク 社会資源を活用した支援について 

 

 期 日 ②令和７年１２月５日（金） 

 会 場 千葉県社会福祉センター 

 内 容 ・グループワーク① 相談者の理解、信頼関係の構築 

     ・グループワーク② 課題のまとめと支援プランの策定 

     ・トークセッション 体験談の共有 

 

＜令和７年度ひきこもりサポーター養成研修＞ 

 期 日 令和８年３月９日（月） 

 会 場 千葉県精神保健福祉センター 

 内 容 ・千葉県におけるひきこもり支援体制整備状況について 

     ・ひきこもり地域支援センターについて 

     ・ひきこもり支援に関する基礎知識 

     ・ひきこもり支援に関する家族支援や対応 

     ・市町村における取組 

     ・家族会の活動とひきこもりサポーターの連携 

     ・事例検討 地域におけるひきこもり支援を考える  

 

 
＜生活困窮者自立支援制度の周知＞ 

目的と概要 
山武市生活困窮者自立相談支援事業を実施するにあたり、市民や民生委

員児童委員へ向けた相談窓口の周知を行いました。 

考 察 
 本年度に実施出来なかったポスターの掲示や案内カードの作成について

検討し、情報弱者への事業ＰＲの強化に努めたいと考えます。 

実 績 
・市役所、社協窓口へのチラシの設置 

・山武市民生児童委員協議会全体研修会にて制度説明 
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＜ひきこもり当事者・家族に対するサポート体制の拡充＞ 

目的と概要 
 社会参加することに課題を抱え、生活のしづらさを感じている人への支

援を通じ、ひきこもり者が地域に出て社会参加できる機会を作ることを目

的とした「ひきこもり家族の集い」への事業協力を行いました。 

考 察 

ひきこもっている本人の支援だけにスポットが当たってしまうのではな

く、ひきこもるという現象が社会問題であると広く認識されることで、市

民の関心を促し、サポートボランティアの養成を目指します。ＮＰＯ法人

リンクとの継続的な開催は、個々の状況に寄り添った型にはまらない柔軟

な対応ができると考えます。 

実 績 

＜市民公開講座＞ 

期 日 令和８年１月３０日（金） 

場 所 のぎくプラザ 

 内 容 思春期のメンタルヘルスを考える 

     ～ひきこもり・不登校の背景と支援～ 

 講 師 千葉県こころセンター 川上麻菜氏（精神保健福祉士） 

 

＜心のいずみ in山武 「家族」の集い＞ 【全３回】 

 期 日 第１回 令和７年 ６月３０日（月） 

第２回 令和７年１０月２０日（月） 

第３回 令和８年 １月１９日（月） 

 場 所 第１回・第３回：成東老人福祉センター 

     第２回：山武市役所 

講 師 （ひきこもり家族会）アドバイザー 阿部達明 氏 

 対象者 「ひきこもり等」についてお悩みの方 

内 容 講師を交えたグループワーク 

 

 
 
＜支援に向けた社会資源の把握と開発等＞ 

目的と概要 
 山武市生活困窮者自立相談支援事業を実施するにあたり、雇用協力者や

食料・物品提供者、その他事業への協力依頼を通じ、生活困窮者への理解

を広めました。 

考 察 

 生活困窮者支援のためのツールとして、困窮者支援に理解のある職場

の、命を繋ぐための食料や物品、見守り体制を強化する協力者の確保は、

大変重要です。今後も協力者や物品・食料の確保、社会資源開拓に取り組

んでいきます。 

実 績 
【職場開拓先】 

・株式会社ビルド・ワン 

 

 

 

  



46 

⑤各種資金の貸付等 

＜福祉資金の貸付＞ 

目的と概要 

低所得世帯に対し、生活意欲の高揚と自立更生の推進を目的に、生活つな

ぎ資金その他必要な緊急援護費として貸付を実施しました。また、返済が滞

っている借受人へ連絡し家庭状況を確認するなどの支援を実施しました。 

考 察 

生活保護申請者へ生活保護決定となるまでの期間のつなぎ資金的支援、生

活保護受給者へ緊急的な支援を実施しました。 

貸付制度に該当しないケースにおいては、自立支援機関と連携し必要な制

度へつなぎ、食料支援を実施するなど支援を実施しました。今後も継続して

困窮世帯について迅速な支援へと取り組むみます。 

貸付実績 

【貸付状況】 

※前年度以前の貸付件数及び貸付額は４月１日付未償還分を記載 

 

貸付件数 貸付額 償還済額 
未償還 

件数 
残高 

今年度 

新規 
36件 827,100円 623,000円 12件 204,100円 

前年度 

以前 
18件 452,500円 197,000円 9件 255,500円 

合計 54件 1,279,600円 820,000円 21件 459,600円 

食料支援 
貸付相談時に生活状況に応じて食料支援を実施 ２２回 

すまいるとの連携により食料支援を実施     １回 
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＜生活福祉資金の貸付＞ 

目的と概要 

低所得世帯や障がい者・高齢者世帯に対し、資金の貸付と必要な援助指導

を行うことにより経済的自立・生活意欲の助長促進や在宅福祉・社会参加の

促進を図り、安定した生活を送れるようにすることを目的とした貸付事業を

千葉県社会福祉協議会から受託し実施しました。 

考 察 

債権管理事務では、コロナ特例貸付において支払免除の案内及び支払猶予

について電話、訪問を継続的に実施しました。コロナ後も不安定な収入が続

く中、物価高騰に悩む相談者も多くみられました。今後も定期的に架電・訪

問を実施し、迅速に必要な手続きにつなげるよう対応します。 

生活福祉資金では、生活のつなぎ資金としての緊急小口資金や高校進学の

ための教育支援資金を低所得世帯へ貸付しました。今後も貸付制度について

ホームページや広報誌を活用し、市民が制度を利用できるよう努めていきま

す。 

 

貸付実績 

 

 

【県社協生活福祉資金 通常貸付状況】 

 ○貸付件数 

 

 ＜令和７年度＞ 

○申請取り下げ（教育支援資金） 1件 

  ○不承認（緊急小口資金）    4件 

 

 

○年度末貸付残高（延滞利子含む） 

 

 

 

貸付種類 
７年度 ６年度 

件数 貸付額 件数 貸付額 

教育支援資金 3件 1,290,000円 2件 2,080,000円 

緊急小口資金 5件 500,000円 4件 400,000円 

合 計 8件 1,790,000円 6件 2,480,000円 

貸付種類 
７年度 ６年度 

件数 貸付額 件数 貸付額 

総合支援資金 57件 95,287,766円 59件 92,023,040円 

福祉費 7件 2,846,925円 7件 3,103,025円 

緊急小口資金 33件 4,234,659円 36件 4,385,138円 

教育支援資金 88件 46,585,964円 99件 48,956,240円 

臨時特例つなぎ資金 1件 100,000円 1件 100,000円 

離職者支援資金 2件 3,293,008円 2件 3,176,540円 

合 計 188件 152,348,322円 204件 151,743,983円 
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【債権管理事務 コロナ特例貸付償還状況】 

○年度末貸付残高 

○支援件数 

 

○外国人相談会  

【第１回】令和７年  ６月３０日（月） ７名 

【第２回】令和７年１２月１５日（月） ４名 

 

○外国人訪問調査 

令和７年１２月２５日（木）  ８名 

 

○償還免除者へのフォローアップ支援 １７５名 

  現在の生活状況についてのアンケートの実施 

資金種類 
７年度 ６年度 

件数 貸付額 件数 貸付額 

緊急小口資金 202件 34,810,714円 236件 39,297,216円 

総合支援資金 296件 131,928,630円 323件 151,510,950円 

合 計 498件 166,739,344円 559件 190,808,166円 

支援種別 
７年度 ６年度 

 
件数 件数 

免除 36件 35件 非課税免除，判定免除 

猶予 0件 1件 支払い猶予 

償還支援継続 4件 228件 免除非該当 償還継続 

完済 6件 12件 支援により返済完了 

電話対応 2,584件 1,162件 状況調査及び相談 

訪問 103件 32件 状況調査 ポスティング 

来所対応 159件 63件 償還相談 諸手続き 

合 計 2,892件 1,533件  

 

＜貸付調査委員会の開催＞ 

期 日 令和８年３月１７日（火） 

会 場 成東老人福祉センター 第１会議室 

出席者 貸付調査委員７名出席 事務局 1名 

内 容 

（１）議事録署名人及び書記の選出について 

（２）令和７年度県生活福祉資金等貸付事業の状況について 

（３）令和７年度本会福祉資金貸付事業の状況について 

（４）償還金の免除について 

（５）その他 
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⑵ 総合的な相談機能の取り組み  
 
①心配ごと相談所の設置 

目的と概要 
住民の日常生活上のあらゆる悩みを持つ者に対して積極的に相談に応じ、

問題解決に向け助言や援助指導を行うことを目的に相談所を開設しました。 

考 察 
相談内容も年々複雑化している中、今後も身近な相談場所として実施し

迅速に関係機関に繋いでいきます。 

区分 日数等 成東 山武 蓮沼 松尾 合計 前年度 

一般相談 
開設日数(日) １２ １１ １１ １２ ４６ ５９ 

相談件数(件) １１ ９ ７ ９ ３６ ４２ 

法律相談 
開設日数(日) １２ １１ １２ １２ ４７ ４８ 

相談件数(件) ６１ ５９ ６１ ６６ ２４７ ２４１ 

≪１．相談内容の傾向≫ 

一般相談  第１位：その他   第２位：家族 

法律相談  第１位：人権・法律 第２位：財産 

 

＜心配ごと相談所運営委員会＞ 

第
１
回 

期 日 令和７年９月３日（水） 

会 場 成東老人福祉センター 第 1会議室 

出席者 心配ごと相談所運営委員７名・事務局４名  

内 容 

（１）副委員長の選出について 

（２）令和６年度「山武市心配ごと相談所」相談実績について 

（３）令和７年度相談員研修会の開催について 

（４）次回の運営委員会議の開催について 

第
２
回 

期 日 令和７年１２月１０日（水） 

会 場 成東老人福祉センター 第１会議室 

出席者 心配ごと相談所運営委員７名・事務局４名 

内 容 

（１）令和７年度「山武市心配ごと相談所」相談実績について 

（２）令和７年度相談員研修会の開催について 

（３）民生児童委員の一斉改選に伴う「山武市心配ごと相談所」相談員の

確認について 

（４）令和８年度「山武市心配ごと相談所」の運営について 

（５）その他 

 

＜心配ごと相談所相談員研修会＞ 

期 日 令和８年２月１６日（月） 

会 場 成東老人福祉センター 大会議室 

参加者 心配ごと相談所相談員１８名 事務局３名 

内 容 

グループワーク テーマ「親族の家の解体」「家族間のお金のやり取り」 

講義：「ご相談の際の留意点」  

講師：房総法律八日市場事務所 弁護士 小林幸也氏  
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②苦情解決相談の受付 

＜福祉サービスに対する苦情解決の実施＞ 

目的と概要 

社会福祉協議会が行う福祉サービスに関わる苦情解決の仕組みを整備する

ことで利用者の権利を擁護し福祉サービスの適切な利用を支援するとともに

本会の福祉サービス等の適正と信頼を確保するため、サービス事業ごとに苦

情受付担当者を配置し、苦情解決窓口を設置しました。 

苦情件数 なし 

研修会等 

＜福祉サービス苦情解決研修会＞ ※オンデマンド 

期 日 令和７年１０月２２日（水） 

会 場 成東老人福祉センター 第 1会議室 

内 容 【第 1部】苦情対応に求められる事業所の姿勢と苦情解決のあ

り方 

【第２部】第三者委員の役割 

講 師 駒沢大学文学部社会学科 社会福祉学専攻 川上富雄 教授 

出席者 ９名（第三者委員・苦情解決責任者・苦情解決受付担当者等) 

     他第三者委員１名 別途受講 

 

＜第三者委員の設置＞ 

目的と概要 

苦情解決に社会性や客観性を確保するとともに、福祉サービス利用者の立

場や特性に配慮した適切な対応を推進するため、第三者委員を設置しまし

た。 

委員数 ３名 

仲裁件数 対象案件なし 

 

 

③虐待通報の受付 

目的と概要 

社会福祉協議会が提供する福祉サービスの利用者及びその家族等が、虐

待通報を行いやすくするため、虐待防止受付担当者を置き、受付体制を整

備しました。 

担当者 ３名 

通報の受付 なし 
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⑴ 介護サービス関連の取り組み 

⑵ 障害福祉サービス関連の取り組み 

３．自立生活を支援するサービスの提供 

 
 
①介護保険法に基づく第１号訪問事業（訪問型サービスＡ）の実施 

目的と概要 
介護予防日常生活支援総合事業の「訪問型サービスＡ」事業者として、主に

要支援高齢者を対象に生活援助等のサービスを提供しました。 

考 察 
職員の退職に伴いサービスの提供が困難になっています。今後、事業の継続

について検討が必要です。 

実 績 

１．利用者 0名（３月末現在） 

２．サービス提供月別延べ件数  

 
 

区 分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 

(利用者数) （3） （0） （0） （0） （0） （0） （0） 

訪問件数 11 0 0 0 0 0 0 

区 分 11月 12月 1月 2月 3月 合 計 

(利用者数) （0） （0） （0） （0） （0） （3） 

訪問件数 0 0 0 0 0 11 

 

 

 

 
①移動支援事業の実施 

目的と概要 
 市からの委託により、障害福祉サービス介護給付費支給決定を受けた心身障

害者（児）等に対し、移動支援等のホームヘルプサービスを提供しました。 

考 察 
前年度と比較して訪問件数は横ばい状態となっています。 

新規相談は 0件 

実 績 

 

１．契約利用者数 １名 

２．月別延べ件数 

 
 

区 分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 

(利用者数) （1） （1） （1） （1） （1） （1） （1） 

移動支援 13 13 14 14 14 15 14 

区 分 11月 12月 1月 2月 3月 合 計 

(利用者数) （1） （1） （1） （1） （1） （12） 

移動支援 13 15 14 14 13 166   
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②－１山武市福祉作業所の経営（自立訓練（生活訓練）の実施） 

目的と概要 

利用者に、生活訓練（作業的訓練含む）を通して、日常生活の能力を向上

するための支援や相談支援を実施し、社会的自立に向けての援助サービスを

提供するため千葉県の指定を受けていますが、利用者がいませんでした。 

在 籍 者 ０名 

延出席者数 ０名 

開所日数 ０日 

職員体制 

管理者       １名（社協事務局職員が兼務）※就労Ｂ型と兼務 

サービス管理責任者 １名（作業所常勤職員より選出）※就労Ｂ型と兼務 

臨時職員等     ２名（常勤１名・非常勤１名） 

 

②－２山武市福祉作業所の経営（就労継続支援Ｂ型の実施） 

目的と概要 
利用者に、作業訓練並びに生活訓練を通して、日常生活の充実と就労に関

する支援を含めた社会的自立に向けての援助サービスを提供しました。 

在籍者 

成東 ９名（うち７月末２名退所、１２月末１名退所） 

山武１１名 

松尾１３名 

延出席者数 ５，８６５名（成東 1,326名 山武 1,852名 松尾 2,687名） 

開所日数 

２４３日 

※松尾福祉作業所２４２日（水道の凍結によりトイレが使用できなくなった

ため１日休所となった） 

職員体制 

管理者       １名（社協事務局職員が兼務） 

サービス管理責任者 １名（作業所常勤職員より選出） 

常勤職員      ３名（サービス管理責任者を除く） 

臨時職員等     ８名（常勤４名・非常勤４名） 

その他 

＜評価モニタリング＞ 

市担当課による評価モニタリングが実施されました。 

期 日 令和７年１２月１６日（火）（市担当課２名・職員１名）  

 

＜消防法第４条による立入検査＞ 

期 日 令和７年１２月２日（火）、１２日（金）、１８日（木） 

施 設 山武市成東福祉作業所 

 指摘事項 なし 

     ※山武市成東老人福祉センター及び山武市簡易マザーズホームと

同時に立入検査がありました。 
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 ＜活動報告＞ 

事業実績 成東福祉作業所 山武福祉作業所 松尾福祉作業所 

⑴ 利用の促進 ・所内行事の増設 

・広報紙による利用者

募集 

・特別支援学校及び一

般実習受け入れ 

・利用者向け各作業所

見学の機会を設け

た 

・相談支援事業所へ情

報提供依頼 

・社協内各部署への情

報提供依頼 

・相談支援事業所等関

連機関への情報提

供依頼 

・特別支援学校の実習

の受け入れと情報

共有等 

・相談支援事業所等と

の連携、情報提供依

頼の実施 

・特別支援学校の実習

受け入れ、情報提供

依頼の実施 

・広報紙を利用した作

業所紹介と利用者

募集の実施 

⑵ 工賃向上計画

の推進 

・自主製作品販売品目

の向上を図った 

・受注作業の作業効率

の見直し 

・社協の広報紙やホー

ムページでの作業

募集告知及び自主

製品の紹介 

・自主製品の販売網の

整備（委託商品の拡

充等） 

・利用者の作業スキル

の向上(支援・指導)

と作業の効率化 

・新たな自主製作品の

作成及び販売 

・継続的な単価交渉 

・新規の事業所から作

業の受注 

  

⑶ 作業収入 

合計 4,363,733円 
1,194，981円 1,345,211円 1,823,541円 

⑷ 工賃支払額 

合計 4,236,136円 
1,142,665円 1,292,185円 1,801,286円 

⑸ 平均工賃 

平均月 14,587円 
月 17,313円 月 13,984円 月 13,402円 

⑹ 自主事業 ・所外学習  ３回 

・調理実習  ２回 

・所内行事 ２４回 

・健康診断  １回 

・避難訓練 １２回 

・体力作り  毎日 

・所外学習  ３回 

・調理実習  ５回 

・所内行事 １９回 

・健康診断  １回 

・避難訓練  ３回 

・体操  毎日２回 

・所外学習  ２回 

・調理実習  ５回 

・所内行事 ２４回 

・健康診断  １回 

・避難訓練  １回 

・体操  毎日２回 

⑺ 職員の資質向  

上 

・職員研修の実施 

・外部研修へ参加 

・毎日の情報共有 

・職員研修の実施 

・外部研修へ参加 

・毎日の総括会議 

・月１回のケース会議 

・職員研修の実施 

・外部研修へ参加 

・毎日の情報共有と反

省会 

 

＜その他＞ 

①入所希望の見学者や関係各機関の見学希望者の受入等 

  ②相談支援事業者との調整 

③福祉機関・教育機関などから、職場体験や実習生の受け入れの実施 

④アンケートの実施 
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＜職員研修等＞ 

 

＜代表者会議（全１２回）＞ 

 

 
  

実施月日 行事名称 行事等の内容 参加者数 

１１月１４日（金） 作業所職員全体会議 サービスの向上について １１名 

３月２６日（木）～ 

３月３１日（火） 
作業所職員研修会 

【動画研修】 

○障害福祉の現場におけるハラス

メントに関する職員研修 

１２名 

目的と概要 
市内３か所設置されている福祉作業所の情報を共有することを目的に代表者

会議を開催しました。 

考 察 

定例会議は、障害福祉サービスを提供する上で各作業所の取り組みや問題点

などの情報を共有するために必要です。定期的に開催することで、それぞれの

進捗状況や成果を報告する機会になっていると考えます。 

実施回数 １２回 

延べ人数 延べ４８名 

主な内容 

１．作業所の運営について 

２．送迎サービスの運行について 

３．毎月 1回実施する虐待防止チェックリストの評価 

４. 利用者状況及び事業所活動報告について 

５．研修会について 
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③－１山武市簡易マザーズホームの経営（児童発達支援事業の実施） 

目的と概要 

心身の発達に支援を必要とするお子さんに対し、いろいろな遊びや経験

を重ねながら日常生活における基本的動作を習得し、集団に対応できるた

めの活動を実施しました。 

考 察 

感染対策を行いながら、療育も通常に近い内容で行う事ができました。

利用児・保護者のニーズをしっかりと聞き、今後も利用してよかったと思

われるよう、療育内容を組み立てていこうと考えます。 

登録者数 ２８名 

利用別在籍数 児童発達支援事業：２８名 

延べ利用者数 １６１１名 

開所日数 ２４３日 

職員体制 

管理者         １名（社協事務局職員が兼務） 

児童発達支援管理責任者 １名 

常勤職員        ４名（児童発達支援管理責任者を除く） 

事業実績 

 

活 動 名 実施回数 

理学療法訓練（鶴岡先生 石井先生） １２ 

心理発達検査・相談（横田先生） １１ 

言語発達指導（西本先生） １２ 

作業療法訓練（小林先生） ６ 

音楽療法訓練（宍戸先生 小林先生） １２ 

内科健診（高橋医院長） ２ 

歯科健診（ほりずみ歯科医院 おしだ歯科医院） １ 

摂食嚥下指導（山武郡市内歯科医師） ６ 

避難訓練（自主訓練） １２ 

幼・保・学校への訪問、見学等、連携 １０ 

保護者活動（勉強会） １ 

夏まつり １ 

レク大会 １ 

クリスマス会 １ 

卒園を祝う会（児童発達支援事業） １ 
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③－２山武市簡易マザーズホームの経営（放課後等デイサービスの実施） 

目的と概要 

心身の発達に支援を必要とするお子さんに対し、いろいろな遊びや経験

を重ねながら日常生活における基本的動作を習得し、集団に対応できるた

めの活動を実施しました。 

考 察 

感染対策を行いながら、療育も通常に近い内容で行う事ができました。

利用児・保護者のニーズをしっかりと聞き、今後も利用してよかったと思

われるよう、療育内容を組み立てていこうと考えます。 

登録者数 ８名 

利用別在籍数 みつばち：５名 ＰＴのみ：３名  

延べ利用者数 ２５７名 

開所日数 ２４２日 

職員体制 

管理者         １名（社協事務局職員が兼務） 

児童発達支援管理責任者 １名 

常勤職員        ４名（児童発達支援管理責任者を除く） 

事業実績 

 

活 動 名 実施回数 

理学療法訓練（鶴岡先生 石井先生） １２ 

言語発達指導（西本先生） １２ 

作業療法訓練（小林先生） ６ 

避難訓練 １ 

個別指導 １８ 

グループ指導 ２０ 

おひさま（運動）指導 ３４ 

その他 

＜評価モニタリング＞ 

市担当課による評価モニタリングが実施されました。 

期 日 令和７年１２月１６日（火）（市担当課２名・職員１名）  

    ※児童発達支援事業を含む 

 

＜消防法第４条による立入検査＞ 

期 日 令和７年１２月２日（火）、１２日（金）、１８日（木） 

 指摘事項 ⑴ 防火対象物品の使用について 

       ①トイレに設置された可動式間仕切りは、防炎性能の有す

る物品を使用するとともにその性能を有する旨の表示を

付すること 

        ※山武市成東老人福祉センター及び山武市成東福祉作業所と同

時に立入検査がありました。 
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 ④障害福祉サービス事業所の取り組み 

＜虐待防止及び身体拘束の適正化に関すること＞ 

目的と概要 

社会福祉協議会が提供する福祉サービスでの虐待を防止するための体制

を整備し、利用者の人権を擁護するとともに、利用者が福祉サービスを適

切に利用できるように支援することを目的に虐待防止委員会を設置し、虐

待防止に努めました。 

考 察 
虐待防止対応責任者を配置し、利用者の人権の擁護と福祉サービスの適

切な利用支援等に努めることができたと考えます。 

実 績 

＜虐待防止委員会＞※身体拘束適正化委員会を兼ねる 

【第１回】 

 期 日  令和７年５月２１日（水） 

 場 所  成東老人福祉センター 大会議室 

 出席者  ６名 

 内 容  ⑴ 虐待防止のための計画づくりについて 

⑵ 虐待防止のチェックとモニタリングについて 

⑶ 虐待（不適切な対応事例）発生後の検証と再発防止策の

検討 

⑷ 身体拘束等に関する適正化についての検討 

 

【第２回】 

 期 日  令和７年１２月１５日（月） 

場 所  成東老人福祉センター 第１会議室 

 出席者  ６名 

 内 容  ⑴ 虐待防止のチェックとモニタリングについて 

⑵ 虐待（不適切な対応事例）発生後の検証と再発防止策の

検討について 

⑶ 虐待防止・身体拘束等研修会について 

⑷ その他（第３回委員会の開催について） 

 

【第３回】 

 期 日  令和８年３月１９日（木） 

場 所  成東老人福祉センター 第１会議室 

 出席者  ７名 

 内 容  ⑴ 虐待防止のチェックとモニタリングについて 

⑵ 虐待（不適切な対応事例）発生後の検証と再発防止策の

検討について 

⑶ 身体拘束等について 

⑷ 令和８年度事業計画について 

⑸ その他（令和８年度第１回委員会の開催について） 

 

＜日常的な支援現場を把握するためのチェックリストの実施＞ 

 内 容  ⑴ 労働環境・条件メンタルヘルスチェックリスト 

      ⑵ 職業性ストレス簡易調査票 

      ⑶ 施設・地域における障害者虐待防止チェックリスト 

 実施回数  月１回 

 対象者  障害福祉サービス事業所職員 
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＜研修会＞ 

【第１回】 

期 日  令和７年６月２６日（木） 

会 場  成東老人福祉センター 大会議室 

参加者  ２０名 

 内 容  第１部 虐待防止研修（事例検討） 

      第２部 身体拘束等研修（事例検討） 

 

【第２回】 

期 日  令和７年７月８日（火）から令和７年８月４日（月） 

研修方法  Zoomによるオンライン研修（動画配信型） 

参加者  １８名 

 内 容  障害者の権利擁護・意思決定支援研修 

      ⑴ 障害者の権利擁護（障害者権利条約と差別解消） 

      ⑵ 施設等における虐待防止 

      ⑶ 意思決定支援の推進に向けて 

 

【第３回】 

期 日  令和８年１月２２日（木） 

場 所  成東老人福祉センター 大会議室 

参加者  １７名 

内 容  ⑴ 虐待防止に関するお話 

     ⑵ ６月２６日に実施した事例検討の意見に対する助言 

講 師  千葉県社会福祉士会 竹嶋信洋氏 
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＜感染対策に関すること＞ 

目的と概要 

利用者の健康と安全を守るための支援が求められる障害福祉サービス事

業者として、感染を未然に防止し、発生した場合は感染症が拡大しないよ

う、速やかに対応する体制を構築するため、感染対策委員会を設置しまし

た。 

考 察 

感染予防や具体的な対策を講ずるため、研修や訓練を実施したことで、

対応方法や事前に準備する必要がある物など確認することができました。 

 今後も定期的に実施することで、職員が適切に対処することができると

考えます。 

実 績 

＜感染対策委員会＞ 

【第１回】 

 期 日  令和７年５月１９日（月） 

 場 所  成東老人福祉センター 第１会議室 

 参加者  ６名 

 内 容  ⑴ 事業所内の感染状況及び取り組みについて 

⑵ 利用者の健康管理について 

⑶ 業務継続計画（ＢＣＰ）の見直しについて 

⑷ 研修及び訓練について 

⑸ その他（第２回委員会の開催について） 

 

【第２回】 

期 日  令和７年８月１９日（火） 

 場 所  成東老人福祉センター 第１会議室 

 参加者  ６名 

 内 容  ⑴ 事業所内の感染状況及び取り組みについて 

      ⑵ 業務継続計画（ＢＣＰ）の見直しについて 

      ⑶ 第１回研修及び訓練について 

⑷ その他（第３回委員会の開催について） 

 

【第３回】 

期 日  令和７年１１月１２日（水） 

 場 所  成東老人福祉センター 第１会議室 

 参加者  ６名 

 内 容  ⑴ 事業所内の感染状況及び取り組みについて 

      ⑵ 業務継続計画（ＢＣＰ）の見直しについて 

⑶ 第２回研修及び訓練について 

⑷ その他（第４回委員会の開催について） 

 

【第４回】 

期 日  令和８年２月１９日（木） 

 場 所  成東老人福祉センター 第１会議室 

 参加者  ６名 

 内 容  ⑴ 事業所内の感染状況及び取り組みについて 

      ⑵ 業務継続計画（ＢＣＰ）の見直しについて 

⑶ 令和８年度事業計画について 

⑷ その他 

  ①令和８年度委員の選出について 

  ②令和８年度第１回委員会の開催について 
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＜研 修＞ 

【第１回】 

期 日  令和７年９月１９日（金） 

 場 所  成東老人福祉センター 大会議室 

 参加者  １６名 

 担当者  成東福祉作業所 

 内 容  ⑴ 座学（動画）「障害者施設での感染症対策」 

 

【第２回】 

期 日  令和７年１２月１２日（金） 

 場 所  成東老人福祉センター 大会議室 

 参加者  １９名 

 担当者  マザーズホーム 

 内 容  ⑴ 座学「感染症の基礎知識」※クイズ形式による研修 

 

＜訓 練＞ 

【第１回】 

期 日  令和７年９月１９日（金） 

 場 所  成東老人福祉センター 大会議室 

 参加者  １６名 

 担当者  松尾福祉作業所 

 内 容  ⑴ 疑似嘔吐物を使った嘔吐物の処理・消毒訓練 

  

【第２回】 

期 日  令和７年１２月１２日（金） 

 場 所  成東老人福祉センター 大会議室 

 参加者  １９名 

 担当者  山武福祉作業所 

 内 容  ⑴ 感染症におけるＢＣＰ（業務継続計画）に関する机上訓     

練 
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⑴ 組織・運営に関すること 

４．社会福祉協議会の基盤強化 

 
 
①評議員会・理事会・監査機能の充実 

＜評議員会（全３回）＞ 
定

時

評

議

員

会 

期日等 令和７年５月２７日（火） 於：成東老人福祉センター 大会議室 

出欠等 出席者１８名・会長・監事１名  欠席者４名 （定数２２名） 

議 題 
（１）理事及び監事の選任について 

（２）令和６年度事業報告及び決算について 

 

第

２

回 

期日等 令和８年２月２０日（金） 於：成東老人福祉センター 大会議室 

出欠等 出席者１７名・会長  欠席者８名 （定数２５名） 

議 題 
（１）理事の選任について 

（２）令和７年度資金収支補正予算について 

報告 
（１）消費税の申告について 

（２）成東老人福祉センター老朽化対策に伴う移転について（方向性） 

 
第

３

回 

期日等 令和８年３月２４日（火） 於：成東老人福祉センター 大会議室 

出欠等 出席者１８名・会長  欠席者７名 （定数２５名） 

議 題 （１）令和８年度事業計画及び資金収支予算について 

 

＜理事会（全７回）＞ 

第

１

回 

期日等 令和７年４月２５日（金） 於：成東老人福祉センター 大会議室 

出欠等 出席者理事１１名・監事１名 欠席者理事３名・監事１名（定数１４名） 

議 題 

（１）欠員による評議員候補者の選定について 

（２）任期満了による評議員候補者の選定について 

（３）令和６年度事業報告及び資金収支決算について 

（４）車両の購入について 

報告事項 

（１）山武市青少年育成市民会議委員の選出について 

（２）後援の承認について 

（３）蓮沼連絡所及び松尾連絡所の窓口業務の時間変更について 

 

第

２

回 

期日等 令和７年５月２７日（火） 於：成東老人福祉センター 大会議室 

出欠等 出席者理事１３名・監事１名 欠席者理事２名・監事１名（定数１５名） 

議 題 （１）会長、副会長及び常務理事の選定について 

 

第

３

回 

期日等 令和７年６月１７日（火） 於：成東老人福祉センター 大会議室 

出欠等 出席者理事１２名・監事１名 欠席者理事３名・監事１名（定数１５名） 

議 題 

（１）第 20回山武市社会福祉大会について 

（２）第 14回山武市健康福祉まつりの実施について 

（３）チャリティイベントの実施について 
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第

４

回 

期日等 令和７年９月３０日（火） 於：成東老人福祉センター 大会議室 

出欠等 出席者理事１４名・監事２名 欠席者理事１名（定数１５名） 

議 題 

（１）職務執行状況の報告について 

（２）山武市社会福祉協議会長表彰・感謝の資格等審査基準の一部改正に

ついて 

（３）第 20回山武市社会福祉大会における山武市社会福祉協議会長表彰

及び感謝の決定について 

（４）第 20回山武市社会福祉大会の運営について 

（５）共同募金運動の実施について 

（６）歳末たすけあい募金による助成について 

報告事項 （１）後援の承認について 

 

第

５

回 

期日等 令和７年１１月２８日（金） 於：成東老人福祉センター 大会議室 

出欠等 出席者理事１１名・監事２名 欠席者理事４名（定数１５名） 

議 題 

（１）社会福祉法人山武市社会福祉協議会職員の給与に関する規程の一部

改正について 

（２）令和７年度歳末たすけあい募金による要支援世帯見舞金の配分につ

いて 

（３）令和７年度歳末たすけあい募金による福祉活動団体支援事業助成金

の配分について 

報告事項 （１）後援の承認について 

 

第

６

回 

期日等 令和８年１月２９日（木） 於：成東老人福祉センター 大会議室 

出欠等 出席者理事１２名・監事１名 欠席者理事２名・監事１名（定数１４名） 

議 題 
（１）評議員候補者の選定について 

（２）令和７年度資金収支補正予算について 

報告事項 

（１）後援の承認について 

（２）消費税の申告について 

（３）成東老人福祉センター老朽化対策に伴う移転について（方向性） 

 

第

７

回 

期日等 令和８年３月１６日（月） 於：成東老人福祉センター 大会議室 

出欠等 出席者理事１４名・監事１名 欠席者理事１名・監事１名（定数１５名） 

議 題 

（１）職務執行状況の報告について 

（２）役員等賠償責任保険契約の締結について 

（３）社会福祉法人山武市社会福祉協議会山武市福祉作業所運営規程の一

部改正について 

（４）車両の購入について 

（５）令和８年度事業計画及び資金収支予算について 

報告事項 （１）後援の承認について 

 

＜監事会＞ 

期日等 令和７年４月２１日（月） 於：成東老人福祉センター 第１会議室 

出欠等 出席者２名・会長 

内 容 令和６年度事業及び会計に関すること 
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＜評議員選任・解任委員会（全２回）＞ 

第

１

回 

期日等 令和７年５月１４日（水） 於：成東老人福祉センター 第１会議室 

出欠等 出席者４名 

議 題 
（１）欠員による評議員の選任について 

（２）任期満了による評議員の選任について 

 

第

２

回 

期日等 令和８年２月１３日（金） 於：成東老人福祉センター 第１会議室 

出欠等 出席者４名・会長 

議 題 （１）評議員の選任について 

 

②委員会機能の充実 

＜広報委員会（全８回）＞ 

第

１

回 

期日等 令和７年４月９日（水） 於：成東老人福祉センター 第１会議室 

出欠等 出席者８名  

議 題 
（１）委嘱状の交付 

（２）会報第７７号（Ｒ７年夏号）の発行について 

 

第 

２

回 

期日等 令和７年６月４日（水） 於：成東老人福祉センター 第１会議室 

出欠等 出席者８名  

議 題 （１）会報第７７号の校正について 

 

第

３

回 

期日等 令和７年７月２日（水） 於：成東老人福祉センター 第１会議室 

出欠等 出席者７名 欠席者１名  

議 題 （１）会報第７８号（Ｒ７年秋号）の発行について 

 

第

４

回 

期日等 令和７年８月２８日（木） 於：成東老人福祉センター 第１会議室 

出欠等 出席者８名  

議 題 （１）会報第７８号の校正について 

 

第

５

回 

期日等 令和７年１０月６日（月） 於：成東老人福祉センター 第１会議室 

出欠等 出席者５名 欠席者３名 

議 題 （１）会報第７９号（Ｒ８年新年号）の発行について 

 

第

６

回 

期日等 令和７年１２月３日（水） 於：成東老人福祉センター 第１会議室 

出欠等 出席者８名 

議 題 （１）会報第７９号の校正について 

 

第

７

回 

期日等 令和８年１月１５日（木）於：成東老人福祉センター 第１会議室 

出欠等 出席者８名 

議 題 （１）会報第８０号（Ｒ８年春号）の発行について 

 

第

８

回 

期日等 令和８年３月２日（月） 於：成東老人福祉センター 第１会議室 

出欠等 出席者８名 

議 題 （１） 会報第８０号の校正について 
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＜企画財政委員会＞ 

期日等 令和７年６月５日（木） 於：成東老人福祉センター 第１会議室 

出欠等 出席者６名 欠席者２名 

議 題 
（１）第 20回山武市社会福祉大会について 

（２）チャリティイベントについて 

 

＜地域福祉委員会＞ 
期日等 令和７年６月１２日（木） 於：成東老人福祉センター 第１会議室 

出欠等 出席者６名 欠席者２名 

議 題 
（１）第１４回山武市健康福祉まつりについて 

（２）その他 
 

 

③事業継続計画（ＢＣＰ）の見直し 

目的と概要 

感染症等の感染者（感染疑いを含む）が障害福祉サービス事業所内で発

生した場合においても、サービス提供を継続するために事業所の実施すべ

き事項及び平時から円滑に実行できるよう準備すべき事項を定めるため、

事業継続計画感染症編の見直しを行いました。 

考 察 

令和３年１月に作成した「新型コロナウイルス感染症発生時の業務継続

計画」を見直しするため、感染対策委員会において検討を重ねてきまし

た。今回の計画は、新型コロナウイルスではなく感染症としており、次年

度に、「事業継続計画感染症編」として出来上がる予定です。 

今後は、大規模地震や風水害等が発生した際、重要業務や福祉サービス

が中断せず継続できるように定めた事業継続計画自然災害編の見直しに取

り組んでいきます。 

実 績 

○業継続計画感染症編の見直し 

＜感染対策委員会＞ ※再掲 

【第１回】 令和７年 ５月１９日（月） 

【第２回】 令和７年 ８月１９日（火） 

【第３回】 令和７年１１月１２日（水） 

【第４回】 令和８年 ２月１９日（木） 

 

 

④事務局体制の見直し 

目的と概要 
社会情勢に対応した地域福祉のあり方を見据えた効果的な事務事業の実

施ができるように職員を採用し、事務局体制の充実に努めました。 

考 察 

 新たに職員を採用したことで、人員体制の強化と安定した事業継続が行

えるようになりました。 

今後も職員が成長しながら長期的に働けるような環境づくりに努めてい

きます。 

実 績 事務局職員の採用（１名） 
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⑤社会福祉協議会発展・強化計画の推進 

目的と概要 
社会福祉協議会の将来像や目的を明らかにし、組織・事業・財務等に関

する取り組みを明示した５か年計画を推進しました。 

考 察 

令和８年度が次期計画の策定年度であることを職員に周知し、職員会議

において現在の事業や組織についての話し合いをすることができた。 

次年度は、作業部会を立上げ、年間を通じ社協組織の今後についての話

し合いをすすめていきます。 

実 績 

＜第１次山武市社会福祉協議会発展・強化計画＞ 

〇第４次地域福祉活動計画との整合性を持ちながら計画を推進 

〇地域福祉活動計画の地区別計画の推進 

 

＜職員会議による課題整理と協議＞ 

①令和８年２月  ９日（月）・計画趣旨の確認、個人ﾜｰｸ･ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ 

②令和８年２月２６日（木）・グループワークの続きと情報共有 

③令和８年３月１０日（火）・グループワークと課題目標の整理 

 

 

⑥事務所の検討 

目的と概要 

事務局のある成東老人福祉センターは、老朽化しており、市の計画で

は、方向性として機能を松尾 IT保健福祉センターへ移転することが望ま

しいとしています。社会福祉協議会では、松尾 IT保健福祉センターへ移

転する方向で、市と協議を進めていきます。 

考 察 

事務局だけではなく、社会福祉協議会全体として、事務事業の効率を考

慮した拠点の確保ができるように、定期的に行政と協議する機会を持ち、

社会福祉協議会としての要望を伝えていく必要があると考えます。 

実 績 
○行政との打合せ（２回） 

○担当者との情報共有 
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⑵ 財務に関すること  
 

①月次収支状況の分析 

目的と概要 
毎月末日における合計残高試算表及びサービス区分ごとの月次試算表を作

成し、収支状況の確認及び分析を行いました。 

考 察 

月次試算表および合計残高試算表を毎月作成し、預貯金残高の確認等を行

うことで、適切な財産管理に努めました。その結果、年度末の予算執行状況

における事業達成状況を迅速に把握することができ、決算時の負担軽減を図

ることができました。また、昨年度に引き続き、今年度も社会情勢の変化等

により会費や募金の減少が見られましたが、各種イベントの開催に伴い寄付

の申し込みが増加しました。さらに、支出については物価の高騰による増加

に加え、消費税の課税事業者となったことによる増額が見られました。 

実 績 

・現金及び預貯金の確認（毎月） 

・貸借対照表科目の整理（毎月） 

・合計残高試算表の作成（毎月） 

・月次試算表の作成（毎月） 

 

 

②指定管理施設の運営分析 

目的と概要 
指定管理者として適切に指定管理施設の運営ができているか否か分析を

昨年度に引き続き行いました。 

考 察 
再度（令和４年度から令和８年度まで）指定管理者として選定されたた

め、計画、市条例等に従い概ね適切に管理運営を行いました。 

実 績 
・市への月次報告書の提出 

・年度評価の実施 

 

 

③会員加入促進（会員募集） 

目的と概要 

社会福祉協議会の財源は会費、補助金、共同募金配分金が主なものである

中で特に自主財源確保の基盤として、山武市に居住する方並びに社会福祉

に関心を有し本会の趣旨に賛同する方に対し会員募集を行いました。 

考 察 

 世帯数、区・自治会への未加入等社会情勢等の変化もあり、一般会費に

ついては、年々縮小傾向にあることが実績減の要因と考えます。未協力地

区への再依頼は、引き続き実施していきます。 

実 績 

 

種類 
一口 

（円） 

７年度（Ａ） ６年度（Ｂ） 比較(Ａ－Ｂ) 

会員数 会費額(円) 会員数 会費額(円) 会員数 会費額(円) 

一般会員 

(各世帯) 
500 9,452 4,283,866 9,702 4,348,055 △250 △64,189 

賛助会員 

(役職員・マイクロ) 
1,000 94 205,000 89 218,000 5 △13,000 

特別会員 

(会社等) 
5,000 2 15,000 1 5,000 1 10,000 

計 9,548 4,503,866 9,792 4,571,055 △244 △67,189 
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④赤い羽根共同募金運動の実施 

目的と概要 

地域の誰もが幸せに安全で安心して暮らしていける明るい社会を実現する

ために思いやりとたすけあいの心を持ち寄る運動として募金活動を実施しま

した。 

考 察 

今年度は街頭募金を実施した際にさんむくんの着ぐるみを活用し募金活動

を行いました。 

また、今年は健康福祉まつりも開催され、ボーイスカウトの協力を得て多

くの方が募金にご協力していただきました。さらにゴールドクラブ事業の会

場でも募金活動を実施することができました。今後もさらに多くの方々にご

協力いただけるよう工夫していきます。 

実 績 

                             単位：円 
 

種別 
７年度募金額 

（Ａ） 

６年度募金額 

（Ｂ） 

比較 

（Ａ－Ｂ） 

戸別募金 4,079,254 4,176,875 △97,621 

街頭募金 20,708 21,307 △599 

法人募金 1,436,500 1,455,500 △19,000 

学校募金 146,598 163,888 △17,290 

職域募金 49,683 52,933 △3,250 

イベント募金 40,346 700 39,646 

個人募金 76,621  156,175 △79,554 

その他 75,552 387,441 △311,889 

合  計 5,925,262 6,414,819 △489,557 

 

＜街頭募金＞ 

実施日 令和７年１０月１日（水） 

場 所 ＪＲ成東駅前 

活動者 １９名（市長・市職員・社協会長・理事・社協職員） 

 

実施日 令和７年１０月５日（日） 

場 所 オライはすぬま 

活動者 １５名（会長・理事・監事・社協職員） 
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＜法人募金＞ 

実施日 令和７年１１月～ 

場 所 市内全域 

活動者 １３地区社会福祉協議会福祉推進員 

 

 

⑤歳末たすけあい募金運動の実施 

目的と概要 

共同募金運動の一環として「新たな年を迎える時期に、支援を必要とする

人たちが、地域で安心して暮らすことができるよう、市民の参加や理解を得

て様々な福祉活動を重点的に展開する。」ことを目的に募金活動を実施しま

した。 

山武市では特に支援を必要としている在宅者への歳末見舞金贈呈事業及び

福祉関係団体の活動費助成などを行いました。 

考 察 

募金活動は例年どおり実施することができましたが、年々募金額が減少し

ています。福祉関係団体活動助成については、コロナ禍前の助成基準であっ

た年末年始の交流事業を対象に変更をしました。新規に設置された市内の福

祉事業所を含め、今後も啓発活動に努めます。 

募金実績 

                                        単位：円 

 
 

種 別 
７年度募金額

（Ａ） 

６年度募金額

（Ｂ） 

比較 

（Ａ－Ｂ） 

戸別募金 1,707,170 1,778,440 △71,270 

その他の募金 1,193 382 811 

前年度繰越金 244,062 230,120 13,942 

合  計 1,952,425 2,008,942 △56,517 

助成実績 

単位：円 

助成先 
７年度（Ａ） ６年度（Ｂ） 比較（Ａ－Ｂ） 

件数等 助成額 件数等 助成額 件数等 助成額 

在宅者見舞金 104件 520,000 107件 535,000 △3件 △15,000 

福祉活動団体支援事業 55 団体 1,007,332 54 団体 1,100,000 １団体 △92,668 

経費  45,093  29,880  15,213 

剰余金・繰越金  380,000  344,062  35,938 

合   計 1,952,425  2,008,942  △56,517 
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⑥日本赤十字社社資募集運動の実施 

目的と概要 

生命と健康を守り、人間の尊重を確保するとともに、全ての国民間の相互 

の理解、友情、協力および堅固な平和を助長すること等を目的とし、その目 

的を果たすための事業活動資金として、社資募集運動を実施しました。 

考 察 

法人社資の募集については、口座振込を主として依頼しているため、実績が

伸び悩んでいる結果となっています。今後も多くの企業等に協力が得られる

よう啓発活動に努めていきます。 

実 績 

                              単位：円 

種別 7年度（Ａ） ６年度（Ｂ） 比較（Ａ－Ｂ） 

 件数 金額 件数 金額 件数 金額 

一般会費 9,457 4,145,140 9,487 4,166,819 △30 △21,679 

法人会費 11 37,000 12 46,000 △1 △9,000 

合 計 9,468 4,182,014 9,499 4,212,819 △31 △30,679 
 

 

 

⑦チャリティイベントの実施 

目的と概要 

市民の主体と参加によるイベントを開催し、福祉に関する意識をもってい

ただくとともに、市民相互の親睦と交流及び健康の保持を図ることを目的と

します。 

考 察 

チャリティイベントの実施を継続していき、財源確保に努めます。また、

日頃関わりのない様々な団体に社会福祉協議会を知ってもらうため、固定化

されたスポーツに限らず、様々なチャリティイベントを考案する必要があり

ます。 

実 績 

①第１７回チャリティゴルフコンペ 

期  日  令和７年１０月２３日（木） 

場  所  山田ゴルフ倶楽部 

参 加 者  ８０名 

寄 付 金  ８４，５００円 

実行委員  ８名【実行委員会３回】 

 

②第１２回チャリティグラウンドゴルフ大会 

期  日  令和７年１２月１０日（水） 

場  所  成東総合運動公園 

参 加 者  １１２名  

寄 付 金  ３９，４４６円 

実行委員  １６名 【実行委員会２回】 

 

  



70 

⑧自主財源の確保（その他） 

目的と概要 
財務基盤強化に向け自主財源の確保を積極的に行うとともに、省エネ対策と

無駄を省いた事務の合理化を行い適切な支出に努めました。 

考 察 

ミニ福祉バザーの常時開催、およびリサイクル資源の活用による自主財源の

確保に取り組みました。また実習生の積極的な受入れ等を行ない自主財源の増

加に努めました。 

実 績 

・ミニ福祉バザーの開催（随時） 

・実習生（社会福祉士養成・サービスラーニング）の受入れ（随時） 

・資源リサイクル（アルミ缶・段ボール）活動（随時） 

・自動販売機設置（７台）（随時） 

・省エネ対策（通年） 

 

 

⑨寄附金品 

区分 件数 金額 備考 

現 金 ４２件 １，１１６，３５３円  

物 品 ４９件 

内訳：米・野菜・食料品・日用品等 

【支援状況】 

⑴ 生活就労相談室での相談時 食料支援 ７５回 

物資提供  ３回 

⑵ 貸付相談時        食料支援 ２２回（再掲） 

⑶ すまいるとの連携時    食料支援  １回（再掲） 

その他 

（資源リサイクル等） 
プルタブ・アルミ缶・ペットボトルキャップ等 

考    察 

 今年度は１円玉募金以外の寄付金も多く寄せられました。 

また、市外在住の方からもご寄付をいただきました。 

物品では日用品・食料品の寄付が多く、生活に困っている

方の支援等に活用しました。資源リサイクルへの協力はペッ

トボトルキャップが多く寄せられました。 
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⑶ 人材確保・育成に関すること  
 

①人材確保・育成（実習生の受け入れ） 

目的と概要 
 各資格取得プログラムの一環や福祉現場の体験学習として、社会福

祉活動の各現場で実習生の受入を行いました。 

 

＜社会福祉士資格＞ 
所 属 人員 期 間 内 容 

城西国際大学 １名 
9/1～9/18 

(8日間 60時間以上) 

全部署における援助技術現場

実習 

淑徳大学総合福祉

学部 
１名 

9/1～10/19 

(24日間 180時間以上) 

全部署における援助技術現場

実習 

 

＜臨地実習＞ 

所 属 人 員 期 間 内 容 

城西国際大学看護

学部 
28名 

  7/6～12/14 

(2日間延べ 55日) 

地区社協やボランティア団体

の活動体験実習 

 

 

②職員研修会の実施 

目的と概要 

社会福祉協議会職員としての意識向上を図るため、外部研修等に参加しま

した。また、障害福祉サービス事業所では、研修会等を開催し、適切な支援

ができる体制づくりに努めました。 

考 察 

外部研修について、オンラインでの開催や参集型の研修も増え、業務の状

況により選択して参加できる環境となりました。 

外部研修に参加した後は、研修を振り返るため復命書の提出を実施してお

り、研修内容を職員に伝達することで、知識の共有化を図ることができたと

考えます。 

内 容 

・外部研修への参加 

・オンラインによる研修会への参加 

・虐待防止研修及び感染対策研修等の開催（再掲） 

 
③千葉県市町村社協事務局長会専門委員会テーマ別会議 

目的と概要 

事務局長専門委員会を「協議の場」として位置づけ、県内市町村社会福祉

協議会相互の連携を基盤として、社会福祉協議会に共通する喫緊の課題に対

し、事務局長をはじめ様々な立場の職員の参画を得て、より効果的な社会福

祉協議会活動につなげられるように設置された専門委員会「テーマ別会議」

（３テーマ）に参画し、研究・協議・情報交換等を行いました。 

期日等 

【災害対応】（職員１名）   11/19・12/25・1/22 

【権利擁護】（職員 1名）    11/19・12/24・1/23 

【法人運営全般】（職員 1名） 11/19・12/17・1/22 
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④安全運転管理者、副安全運転管理者等講習 

目的と概要 

一定台数以上の自動車や乗車定員 11人以上のマイクロバス等を 1台以上

使用する事業所で選任された安全運転管理者等が、交通安全教育や運転者管

理業務を適切に行うための知識と技能を習得するため受講し、安全運転の確

保及び交通事故防止に努めました。 

期日等 

主 催  一般社団法人千葉県安全運転管理協会 

期 日  令和７年５月１４日（水） 

場 所  東金文化会館 

受講者  職員４名 

 

 

⑤運行管理者講習 

目的と概要 

運行管理者一般講習は、選任されている運行管理者等が２年に１回以上受

講しなければならない法令上の義務講習であり、輸送の安全確保のための最

新の法令・安全管理・事故防止等を学ぶため受講しました。 

期日等 

独立行政法人自動車事故対策機構 

ｅナスバ（ｅラーニング） 

受講期間  令和８年２月１日（日）～３月２日（月） 

講習時間  ５時間 

受 講 者  ４名 

 

 

 ⑥新任職員研修 

目的と概要 

社会福祉に関わる職員として、必要な基礎知識や対人援助技術の習得、職

場への適応促進とプロフェッショナルとしての自覚を高めることを目的に研

修会へ参加しました。また、日々の業務を円滑に遂行するため、勉強会を実

施しました。 

期日等 

＜新人(新任)職員福祉入門講座 援助職の“きほんのき”＞ 

 期 日 令和７年５月２０日（火） 

 会 場 千葉県社会福祉センター 

 参加者 ４名 

 内 容 ・社会人としての心構えと実践 

     ・社会保障の体系の理解 

     ・権利擁護の基礎知識（虐待防止等） 

     ・対人援助職としての倫理 

     ・チームコミュニケーションの基礎知識 

     ・セルフケアの必要性（アサーティブコミュニケーション） 

 

＜千葉県市町村社会福祉協議会新任職員研修会＞ 

 期 日 令和 7年６月５日（木） 

 会 場 千葉県社会福祉センター 

 参加者 ３名 

 内 容 ・社会福祉協議会の歴史と役割について 

     ・市町村社協に共通する事業 

     ・実践発表 先輩職員から学ぶ社協の仕事 

     ・グループワーク 私たちが目指す社協職員としての姿 
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＜新任職員勉強会＞ 

 期 日 【第１回】令和７年６月１９日（木） 

     【第２回】令和７年６月２３日（月） 

     【第３回】令和７年７月 ７日（月） 

 場 所 成東老人福祉センター 第１会議室 

 参加者 延べ１２名 

 内 容 各事業について他 

 

 

 ⑦職員会議 

目的と概要 
 職員相互の事務連絡及び確認作業を行うため職員会議を開催し、業務を円

滑に行うことができるように努めました。 

期日等 

【第１回】 

 期 日 令和７年５月１９日（月） 

 会 場 成東老人福祉センター 大会議室 

 参加者 ２３名 

 内 容 ⑴ 地域福祉活動計画・社協発展強化計画の策定について 

     ⑵ 社協のＰＲ強化(社協会費の増収活動)を行うべきではないか 

     ⑶ 健康福祉まつりの開催方法について 

     ⑷ 山武市社協２０周年記念事業について 

     ⑸ その他（職員研修等） 

【第２回】 

 期 日 令和７年６月１６日（月） 

 会 場 成東老人福祉センター 大会議室 

 参加者 ２１名 

 内 容 ⑴ 第２０回山武市社会福祉大会について 

     ⑵ 第１４回山武市健康福祉まつりの開催方法について 

【第３回】 

期 日 令和８年２月９日（月） 

 会 場 成東老人福祉センター 大会議室 

 参加者 １９名 

 内 容 ⑴ 地域福祉活動計画・社協発展強化計画の策定について 

     ⑵ 職員研修について 

     ⑶ 事務連絡等 

【第４回】 

期 日 令和８年２月２６日（木） 

 会 場 成東老人福祉センター 大会議室 

 参加者 １７名 

 内 容 ⑴ 地域福祉活動計画・社協発展強化計画の策定について 

⑵ 事務連絡等 

【第５回】 

期 日 令和８年３月１０日（火） 

 会 場 成東老人福祉センター 大会議室 

 参加者 １９名 

 内 容 ⑴ 地域福祉活動計画・社協発展強化計画の策定について 

⑵ 事務連絡等 
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⑷ 広報・啓発に関すること  

 
①広報誌「きずな」の発行 

目的と概要 
社会福祉協議会事業ＰＲ及び寄付、募金の報告などを掲載し市民へ情報発信

しました。 

考 察 今後も読みやすく、魅力ある紙面づくりに努めます。 

発行回数 ４回（夏号・秋号・新年・春号） 

発行部数 １回につき１１,５００部 

配 布 先 市内全世帯（新聞折込み）・市内公共機関等 

印刷業者 株式会社 白樺写真工芸 

 

 

②リーフレット・チラシの作成 

目的と概要 
社会福祉協議会及び事業への理解と周知を図ることを目的にリーフレットや

チラシを作成しました。 

考 察 
既存の「山武市社会福祉協議会のしおり」について、事業内容の見直しを行

い、関係団体や実習生などに配布し、社会福祉協議会の周知を図りました。 

実 績 市民の皆様等に向け、本所・連絡所等へ設置配布しました。 

 

 

③ホームページの充実 

目的と概要 

事業に関する情報を、より多くの方に分かりやすく届けるため、令和７年８

月１日にホームページをリニューアルしました。 

ホームページの保守管理業務については、株式会社まひまひプラスへ業務委

託し、安定した運用体制を整えました。 

考 察 

 ホームページのリニューアルによりデザインや構成を見直し、閲覧しやすさ

と更新のしやすさが向上しました。その結果、これまで以上に新しい情報を発

信できるようになりました。 

更新回数 １１回 
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④第２０回山武市社会福祉大会の開催 

目的と概要 

多年にわたり社会福祉の発展に功績のあった方々を表彰し、感謝の意を表す

るため実施しました。 

また、市内小中学生から地域ぐるみ福祉のまちづくり作品（作文・標語・ポ

スター）を募集し、福祉の啓発を図るとともに受賞者への表彰を行いました。 

考 察 

例年行っています表彰の他に、地域で活動している団体の発表や第 20回記

念企画として職員によるクイズ大会及びおたのしみ大抽選会を実施しまし

た。令和７年度は、山武市社会福祉協議会が設立してからのあゆみをクイズ

形式で行うなど、会場一体型の催し物にすることができました。 

主 催 山武市・山武市社会福祉協議会 

期 日 令和７年１１月２０日（木） 

会 場 成東文化会館のぎくプラザ 

参加者 ２６０名 

内 容 

＜大会＞ 

○表彰 

山武市社会福祉協議会長表彰状贈呈       １２名 

山武市社会福祉協議会感謝状贈呈        ２５名 

標語・作文・ポスター入賞者表彰及び記念品贈呈 １０名 

○地域活動発表 

   鳴浜地区社会福祉協議会 

成東・東金食虫植物群落を守る会 

○第 20回記念企画                      

  第１部 山武市社会福祉協議会クイズ大会 

  第２部 おたのしみ大抽選会 

＜展示＞ 

 ○期間 令和７年１１月１４日（金）から１１月２０日（木） 

 ○場所 成東文化会館のぎくプラザ ふるさとコーナー 

 ○内容 ・地域ぐるみ福祉のまちづくり作品（作文・標語・ポスター） 

・山武市社会福祉協議会事業紹介 

・山武市福祉作業所紹介 

・山武市簡易マザーズホーム紹介 

 

＜会議＞ 

 ○企画財政委員会    １回 

 ○職員会議（全体）   １回（２１名） 

 ○抽選会担当者打合せ  ３回（延べ１５名） 

 ○活動発表担当者打合せ ４回（延べ３２名） 
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⑤第１４回山武市健康福祉まつりの実施 

目的と概要 

市民の主体的な参加を促進し、地域福祉活動の一環として開催すること

により、住民福祉の向上と福祉意欲及び健康意識の高揚を図り、あわせて

その普及と振興に努めることを目的に実施しました。 

考 察 
活気ある福祉イベントであるとともに、市民主体であることから開催規

模についての検討が必要だと考えます。 

主 催 山武市・山武市社会福祉協議会 

期 日 令和７年１０月１９日（日） 

場 所 松尾交流センター 

来場者 ３，４００人 

内 容 

テーマ『地域から始めよう 健康と福祉のまちづくり』 

・ステージ発表  １４グループ 

・企画ブース（模擬店など） ３６団体 ４７区画 

（各福祉団体等の紹介、福祉バザー・健康コーナー・社協コーナー等） 

会議等 

開催状況 

○企画実行スタッフ全体会議 ・７月１１日（金） 

○運営スタッフ会議         ・７月２５日（金） ・ ２月２５日（水） 

○企画実行総務班      ・７月１１日（金） ・ ８月 ７日（木） 

・９月１２日（金） ・１０月１１日（土） 

○企画実行ステージ班    ・７月１１日（金） ・ ７月３０日（水） 

・９月１２日（金） ・１０月１１日（土） 

○企画実行会場班      ・７月１１日（金） ・ ７月３０日（水） 

・９月１１日（木） ・１０月１１日（土） 

○企画ブース出展者説明会  ・９月２６日（金） 

○ステージ参加者説明会   ・９月２４日（水） 

○運営スタッフ・企画実行スタッフ全体会議 ・１０月１１日（土） 
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 ⑥出前講座の実施 

目的と概要 
地域に出向き、出前講座を行うことにより市民の福祉に対する理解を深め

ることを目的に実施しました。 

考 察 

社会福祉協議会の福祉活動を多くの市民に理解していただくために、説明

できる機会を積極的に増やす必要です。福祉教育だけでなく、大人の若い世

代に理解者が増える取り組みが大切と考えます。 

 

＜第１回＞ 

日 時 令和７年６月１９日（木）１３時３０分～１４時２０分 

場 所 千葉県立松尾高等学校 

参加者 ２１名 

内 容 
ボランティア入門について講義 

・ボランティアの歴史、定義、活動の４原則、知っておきたいポイント等 

 

＜第２回＞ 

期 日 令和８年２月３日（火）、４日（水）、６日（金）（各２コマ） 

場 所 千葉県立成東高等学校 

参加者 成東高等学校１年生（全６回） 

内 容 
ボランティア入門について講義 

・ボランティアの歴史、定義、活動の４原則、知っておきたいポイント等 
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⑸ 福祉団体の支援  
 

目的と概要 

社会福祉協議会では、ボランティア連絡協議会、身体障害者福祉会、手

をつなぐ親の会、赤十字奉仕団、ゴールドクラブ連合会の事務局を担い、

支援を行いました。 

考  察 
各団体ともに事務局として事務的な支援を行うとともに、団体の会員の

みなさんが主体的に活動できるように支援しました。 

 

 

①山武市ボランティア連絡協議会 

実 績 

会員数 ３９１名（前年度：４０６名） 

内訳：２８グループ ３８０名 個人１１名 

〇第２０回総会 

〇実施事業・役員会議   ８回 

     ・お茶べり会  １回 

     ・ボランティア活動発表会 １回 

 

 

②山武市身体障害者福祉会 

実 績 

会員数 ３５名 

・事業及び会計監査（4/14）   

・総会（5/19） 

・納涼会（8/28） 

・山武市健康福祉まつりへの出展（10/19） 

・山武市社会福祉大会への参加（11/20） 

・山武地区スポーツ（モルック）体験交流会（12/9） 

・友愛訪問（12月全会員宅訪問） 

・新年会（1/20） 

・いちご狩り（3/26） 

・千葉県障害者スポーツ大会への参加 

・千葉県在宅重度障害者慰問品贈呈事業（12月） 

・役員会５回（4/14、7/7、10/3、12/16、3/24） 

※SDGｓ活動（資源回収）運動実施 

※学校福祉教育事業協力 

※会員増員運動実施 

 

 

③山武市手をつなぐ親の会 

実 績 

会員数 ５３名（賛助会員含む） 

・総会（5/30） 

・山武市健康福祉まつりへの出展（10/19） 

・クリスマス会実施（12/14） 

・役員・定例会（毎月）の開催 

・山武郡市連絡協議会、千葉県育成会主催事業等ヘの参加 
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④山武市赤十字奉仕団 

実 績 

団員 １２名 

・事業及び会計監査（5/16） 

・総会（6/4） 

・定例会 11回 

（4/2，5/16，7/2，8/5，9/3，10/1,11/5,12/3，1/7，2/2，3/4） 

・山武市一日赤十字（9/6） 

・視察研修（11/18） 

・東南ブロック事業（赤十字のつどい）への参加（2/6） 

・山武市防災フェアへの参加（6/8） 

・千葉県支部事業への参加 

・包帯法救急法の練習 9回 

・山武警察署主催「健康生活支援講習会」への参加（1/19） 

・まつおこども園「きけんはっけん」（2/10） 
 

 

 

⑤山武市ゴールドクラブ連合会 

実 績 

クラブ数 ４９クラブ 会員１,５７３名 

 

＜会議＞ 

・総会（4/23） 

・役員会５回 

・専門部会１６回 

 

＜市事業＞ 

・県老連特選演芸会（7/2） 

・スポーツ大会（グラウンドゴルフ大会 6/12、ペタンク大会 9/25） 

・芸能・カラオケ大会（10/2） 

・山武市健康福祉まつりへの出展（10/19） 

・山武市社会福祉大会（11/20） 

・いきいきわくわく教室 ４回（6/18、8/20、10/1、12/12） 

 

＜山武地区事業＞ 

・山武地区老人クラブ役員連合会総会（8/4） 

・山武地区高齢者囲碁・将棋大会（8/29） 

・山武地区高齢者ペタンク大会(10/24) 

・山武地区高齢者レクリエーションスポーツ大会（10/31） 

・山武地区高齢者芸能交流会（11/14） 

・山武地区役職員県外研修（12/11・12） 

・ニュースポーツ（ガラッキー）講習会（1/23） 

・山武地区老人クラブ連合会臨時役員会（3/11） 

 

＜県事業＞ 

・千葉県なのはなペタンク大会（10/9） 

・千葉県高齢者グラウンドゴルフ大会（11/27） 

・千葉県シニア囲碁・将棋大会（12/16） 

・千葉県老人クラブ大会（1/19） 

・高齢者友愛活動推進事業連絡会議（3/17） 
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⑹ 第４次地域福祉活動計画の推進  

 

①山武市地域福祉活動計画推進委員会 

目的と概要 

地域福祉活動計画に基づき地域住民の主体的な活動やコミュニティづく

り活動の推進を行い、多様な地域福祉活動や住民活動の活性化に努めまし

た。 

考 察 

昨年度に引き続き第４次地域福祉活動計画の活動を推進し、年度の活動

評価を行いました。また、地区別計画の評価については、地区社会福祉協

議会の協力で評価することができ、地域内で自分たちの活動を見直す機会

となりました。 

実 績 

＜山武市地域福祉計画・地域福祉活動計画推進委員会＞ 

【第１回】 

期 日 令和７年６月３０日（月） 

場 所 成東保健福祉センター 機能訓練室 

出 欠 委員８名 

 内 容 ⑴ 地域福祉計画・地域福祉活動計画について 

     ⑵ 山武市地域福祉活動推進助成事業に伴うプレゼンテーショ

ンについて 

  ⑶ その他 
 
【第２回】 

期 日 令和８年１月２８日（水） 

場 所 山武市役所 第７会議室 

出 欠 委員８名 

 内 容 ⑴ 地域福祉計画・地域福祉活動計画年次評価について 

⑵ 地域福祉活動推進助成金交付要綱の一部改正（案）につい      

て 

⑶ 地域福祉活動推進助成金活用団体の事業実施 

⑷ その他 

 

＜職員会議による課題整理と協議＞ 

①令和８年２月  ９日（月）・計画趣旨の確認、個人ﾜｰｸ･ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ 

②令和８年２月２６日（木）・グループワークの続きと情報共有 

③令和８年３月１０日（火）・グループワークと課題目標の整理 
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②地域共生社会の推進と地域包括ケアシステムの構築 

目的と概要 

高齢者が要介護状態になっても住み慣れた場所で自分らしい暮らしを最

後までおくれるように、医療・介護・予防・住まい・生活などの支援が確

保される体制として「地域包括ケアシステム」の構築に努め、計画の基本

理念である「だれもが生きがいを持って安心して暮らせるまちづくり」を

推進しました。 

考 察 
ほっとステーション・ベンチプロジェクトのネットワークと連携し、だ

れもが地域で安心して暮らせる地域づくりを推進しました。 

実 績 

 

＜地域連携活動支援事業ホッとつながるフォーラムかかる勉強会＞ 

期 日 令和７年１２月２日（火） 

場 所 山武合同庁舎 

 内 容 ⑴ 基調講演「地域のつながりとベンチプロジェクト」 

        としまベンチプロジェクト 東京都豊島区高齢者福祉課 

        総合事業グループ・生活支援体制整備グループ 

         係長 志賀友紀 ・主事 山本莉子 

⑵ トークセッション「居場所支援と孤立・孤独へのｱﾌﾟﾛｰﾁ」 

   ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：城西国際大学福祉総合学部准教授 

森山拓也 

        ｺ ﾒ ﾝ ﾃ ｰ ﾀ ｰ：東京都豊島区高齢者福祉課 

総合事業グループ・生活支援体制整備グループ 

 係長 志賀友紀 ・主事 山本莉子 

  （発表者） 

    ・九十九里町高齢者福祉係、社会福祉協議会 

    ・おしゃれサロンＴＡＫＩ美容師 

    ・一般社団法人マザーズコンフォート 

    ・ＮＰＯ法人リンク 

 

 


